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訳
者
前
書
き

周
知

の
よ
う

に
、

日
本

の
国
際
私
法

で
あ

る

「
法
例
」

は
、
「
法

の
適

用

に
関
す

る
通
則
法
」

と

い
う
名
称

に
改

正
さ
れ
、

二
〇
〇
七

年

一
月

一
日
付
き

で
施
行

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。
そ

の
よ
う

な
時

に
合
わ
せ

て
、

『
ジ

ュ
リ

ス
ト
』

二
〇
〇
七
年

一
月

の
特
集

号

に
は
、

「法
適

用
通
則
法

の
成
立
を

め
ぐ

っ
て
」

と

い
う

題
目

で
行
わ

れ
た
座

談
会

の
内
容
が
掲
載
さ
れ

て

い
る
。

そ

こ
で
は
、
主
と

し

て
、

こ
の
度

の
日
本

の

「
法
例
」

の
全

面
改
正

に
関
す

る
諸
状
況

に

つ
い
て
論
じ
ら
れ

て

い
る
が
、
国
際
的
な
法

制

の
調
和
が
特

に
必
要
と
さ
れ

る
法

分
野

で
あ

る
国
際
私
法
は
、

E
E
C
条
約
を
は

じ
め
と

し
て
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

で
は

一
九
八

〇
年
代
後

半
か
ら

ド
イ

ッ
、

ス
イ

ス
、
イ

タ
リ
ア
、
英
国
、

ベ
ル
ギ
ー
等

で
改
正

さ
れ

て
、

国
際
私
法

の
近
代
化
を
図

っ
て

い
る
。

ア
ジ

ア
で
は
韓

国
に
お

い
て
、

二
〇
〇

一
年
七
月

一
日
に
、
そ

の
名
称
を

「
渉
外
私
法
」

か
ら

「
国
際
私
法
」

と
変
更
す
る
と
言

っ
た

全
面
改

正
を
行

い
、
日
本
よ
り

一
足
先

ん
じ
て
近
代
化

の
動
き
を
見

せ
て

い
る
。

に
も
拘
わ
ら
ず

、
現
在

の
日
本
に
お

い
て
は
、
隣
国

で
あ
る
韓

国

の
国
際
私
法

に
関
す

る
資
料

の
紹
介

は
皆
無

で
あ
る
状
況

で
あ
る
が
、
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下
記

の
紹
介
す

る
国
際
私
法

に
関
す

る
文
献

は
、
日
本

の
研
究
者

に
と

っ
て
、
韓

国

の
国
際

私
法

お
よ
び
韓

国
国
際
民
事
訴

訟
法

の
全
体

像
を

理
解
把
握
す

る
上

で
非
常

に
貴
重
な
も

の
に
な
る
だ

ろ
う

、
と
確
信

し

て
い
る
。

翻
訳

に
際

し
、
原
著

に
お
け
る

「
第

二
版

の
は
じ
め

に
」
と

「
第

一
版

の
は
じ
め
に
」
を

冒
頭

で
訳

し
た

の
は
、
こ
れ
ら

の
内
容
を
読

者
が
読
む

こ
と

に
よ

っ
て
、
韓

国

の
法
学
界

の
現
状
と
韓

国
國
際

私
法

の
学

問
的
位
相

が
良
く
分

か
る
か
ら

で
あ

る
。

こ

の
度
、
資
料
と
し

て
紹
介

す
る
文
献
は
、
石
光
現
、
『
国
際
私
法
解
説
』
改

正
第

二
版

、

(図
書
出
版
芝
山
、

ソ
ウ

ル
、

二
〇
〇
三
年

八

月
)

で
あ

る
。
著
者
で
あ
る
石
光
現
教
授

は
、

ソ
ウ

ル
大
学
校
法
科
大
学
を
卒
業
し
、
司
法
研
修
院

(
=

期
生
)
を
修
了
し

て
い
る
。
な

お
同
教
授
は
ド
イ

ツ

・
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
法
科
大
学

(
L
L

・
M
)
、

ソ
ウ
ル
大
学
校
大
学
院
を
卒
業

(法
学
博
士
)
し
、
現
在

は
、

ソ
ウ
ル

所
在

の
漢

陽
大
学
校
法
科
大
学

の
教
授
と

し

て
、

国
際
私
法

・
国
際
取
引
法
を
担
当

し

て
お
ら
れ
る
。

(395}



0396)

目

次

は
じ

め
に

(
1
)

第

二
版

の
は

じ
め
に

(
2
)

第

一
版

の
は

じ
め
に
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第

一
立早

序
曇
口

1
.
渉
外
私
法
改
正
の
背
景

H
.
渉
外
私
法
改
正
の
経
過

(1
)
「渉
外
私
法
改
正
研
究
班
」

の
運
営

(2
)
一渉
外
私
法
改
正
特
別
分
科
委
員
会
」

の
審
議

(3
)
意
見
照
会
、
立
法
予
告
お
よ
び
公
聴
会

(4
)
改
正
法
律
案

の
確
定
お
よ
び
国
会
提
出

(5
)
国
会
審
議

・
議
決
お
よ
び
公
布

皿
.
著
者

の

「改
正

国
際
私
法
解
説
」
刊
行
の
背
景

第
二
章

渉
外
私
法
改
正

の
方
向

(1
)
名
称

(2
)
体
制

の
変
更

(3
)
完
全
な
国
際
私
法
体
制

の
志
向
と
法
の
欠
け

つ
の
補
充

(4
)
国
際
私
法
上

の
男
女
平
等

の
実
現

(5
)
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
規
定

の
拡
大
と
特
則

の
導
入

(6
)
"
最
も
密
接
な
関
連
"
原
則
の
貫
徹

(7
)
弾
力
的
な
連
結
原
則
の
導
入
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本
国
主
義

の
維
持
と
連
結
点
と
し
て
の

"
常
居
所
"

実
質
法
的
価
値

の
考
慮

当
事
者
自
治

の
拡
大

国
際
条
約
の
考
慮

概
念
の
導
入
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以
上

は
第

二
章

の
内
容
を
構
成

し

て

い
る
が
、
本
号

に
掲
載
す

る
。
第

三
章

で
は
、
改

正
法

の
条
文

別

の
解
説
を
行

っ
て
お
り

、
第

四

章

で
は
、
韓
国

国
際

私
法

の
将
来
的

課
題
、
第

五
章

で
は
、
「
結
び

に
か
え

て
」
を

取
り
扱

っ
て

い
る
が
、
次
号

以
降

で
、
訳
す

る

こ
と

に
す

る
。
な
お

、
第

六
章
は
補
論
と

し

て
改
正

(韓
国
)

國
際

民
事

手
続
法

に
関
す

る
紹
介

が
掲
載

さ
れ

て

い
る
が
、

こ

の
第

六
章
は

、

分
量
と

し
て
多
く
な

い
こ
と

や
、
早
急

に
参
考

し
た

い
研
究
者

の
た
め
に
、
適
切
な
時
期

に
別
個
に
訳

し
て
掲
載
し
た

い
と
考
え

て

い
る
。

(397)
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は

じ

め

に

(
1
)

第

二
版

の
は
じ
め

に

改
正
法

解
説

の
よ
う

な
本

の
改

正
版
を
刊
行

す
る
と

い
う

こ
と
は
異

例
的
な

こ
と

で
あ

る
が
、
何

よ
り
も
初
版

で
犯

し
た
誤
り
を
正

し
、

不
足

し
た
部
分
を
補
う

必
要

が
あ
り

、
さ
ら
に
、
二

〇
〇
二
年

七
月

一
日
付

き

で
、
旧
民
事

訴
訟
法

が
改
正
さ
れ
、
民
事

訴
訟
法
と

民
事

執
行
法

に
分
離
さ
れ
な
が

ら
、
裁
判

籍
に
関
す
る
規
定
と
外

国
裁
判

の
承
認
お
よ
び
執
行

に
関
す

る
規
定
が

一
部
改

正
さ
れ
た

の
で
、

こ

れ
を
解

説
す
る
必
要
が
あ

る
と
言
う

理
由

で
改

定
版

を
刊
行
す

る

こ
と

に
し
た
。

外

国
裁

判

の
承
認
お

よ
び
執
行

に
関
す
る
論
議

は
、
最
後

の
方

に
、
第

六
章

の
補
論
と
し

て
追
加
し

て

い
る
。
過

去

の
民
事
訴

訟
法

に

は
規
定

さ
れ

て
は

い
た
が
、
講
学
上

で
は
國
際

私
法

の

一
部
と
し

て
取
り
扱
わ

れ

て
き
た
外
国
裁
判

の

"
承
認

"
と

"
執
行

"
と

い
う

互

い
に
密
接

に
関
連
す

る
論
点

が
、

民
事
訴

訟
法

と
民
事
執
行
法

と

い
う

別
個

の
法
律

に
分
離
さ
れ
、
規
定

さ
れ
た

の
は
極
め

て
残
念

な

こ

と

で
あ
り

、
将
来
適

切
な
時
点

で
、
両
者
を

國
際
私
法

に
統
合
す

る

こ
と
が
望
ま
し

い
も

の
と
考
え

る
。

著
者

が
第

一
版
を
刊
行

し
た
後

、
改

正
國
際

私
法

に
関
す

る
数

冊

の
教
科
書
が
出
版
さ
れ
た

の
は
幸

い
で
あ

る
。

例
え
ば

、
申

昌
善

の

「
國
際
私
法
」

の
全

面
改

正
版

(図
書
出
版
学
友

、

二
〇
〇
二
)
、
金
演

・
金

正
基

・
金
仁
猷

「
國
際
私
法
」

(法

文
社
、

二
〇
〇
二
)
と

サ
鍾
珍

の

「
改

正
現
代
国
際

私
法
」

(
ハ
ン
ウ

ル
出

版
社
、

二
〇
〇
三
)
な
ど
が

そ
う

で
あ

る
。
し
か

し
、

こ

の
よ
う

な
教
科
書

は
改

正

事

項
に
関
す
る
限
り
、
国
際

私
法

の
改
正
内
容

を
単

純

に
紹
介

す

る
と

こ
ろ
に
主
力
し

て

い
る
だ
け

で
あ

る
。
特

に
、
サ
鐘
珍

教
授

の
本

は
最
も

最
近

に
刊
行
さ
れ

た
も

の
で
あ

る
が
、
そ
れ

に
も
拘

わ
ら
ず

、
著

者

の
第

一
版
を
参

照
し
な
か

っ
た
こ
と

は
実

に
残
念

な
こ
と

で

あ
る
。

改

正
版

の
付
録

に
は
、
第

一
版

で
脱
落

さ
れ
た
渉
外
私
法
を
追
加

し
た

の
で
あ
り

、
民
事

訴
訟
法

お
よ
び
民
事
執
行
法
、

"
民
事

お
よ
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び
商
事
事

件

の
裁
判
管
轄
と
裁
判

の
執
行

に
関
す

る

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
連
合

の
理
事

会
規
定

"

(ブ

ラ

ッ
セ
ル
規
定
)
と

"
民
事

お
よ
び
商
事

事
件

の
國
際
裁
判
管

轄
と
外

国
裁
判

に
関
す

る

ハ
ー
グ
条

約
"

の
二
〇
〇

一
年

草
案

の
な
か

で
、
関
連
部

分
を
追
加

し
た
。
改

正
版

で

は
、
第

↓
版
以
後

、
新
た

に
発
表

さ
れ
た
論
文
を
参

照
し
引

用
し
た
が
、
す

で
に
、
第

一
版

で
引

用
し
た
単
行
本
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、

新
版

で
代
置
し
な
か

っ
た

の
で
あ

る
。

第

一
版

の

「
は
じ
め

に
」

で
指
摘

し
た
よ
う

に
、

↓
次

司
法
試

験

で
國

際
私
法

は
受
験

生
た
ち
が
徹
底
的

に
避
け

る
科
目

に
な

っ
た
。

こ

の
よ
う

な
慨
嘆
す

べ
き
現
象
は
、
政
府
が
国
際
化
時
代

の
需
要

に
合
わ

せ
る
と

い
う
名
分

の
下

で
、

一
九
九
七
年
意

図
的

に
選
択
科

目

を

調
整
し
た
結
果

で
あ

る
が
、
司
法
試
験
を
主
管
す

る
法

務
部

(法

務
省
)

が
こ

の
よ
う
な

現
象
を
知
り

な
が
ら
放
置
す

る
こ
と

は
深
刻

な
問
題

で
あ

る
。

著

者
が
我
が
国

(韓
国
)

で
國
際
私
法
を
研
究

し
な
が
ら
痛
感

す
る
障
壁

乃
至
物
足
り

な
さ
は
、
民
法

、
商
法

な
ど

の
よ
う
な
実
質
法

分
野
か
ら

の
外
国
法

に
関
す

る
研
究
と
比
較
法
的
研
究

の
不
足

で
あ

る
。

そ

の
理
由
は
、
狭
義

の
國
際

私
法

は
準
拠
法
を
指
定
す

る
と

こ

ろ
で
終
わ

る
も

の
で
は
な
く
、
準
拠
法
と

し

て
指
定

さ
れ
た
実
質
法

を
適
用

し
た
結

果
を

、
同
時

に
提

示
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
準
拠
法

決

定

の
真

の
意
味
を

生
か
す

こ
と

が
で
き

る
か
ら

で
あ

る
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う

な
障
壁

は
、
我

々
法

学
界

の
総
体
的
な
力

量

の
不
足

に

よ

る
も

の
で
、
数

人

の
個
人
的
な
努
力
だ
け

で
は
克

服
し
難

い
。
こ

の
点

か
ら
す

る
と
、

二

〇
〇
三
年

刊
行

さ
れ
た
李
好

挺
教
授

の
英

国

契

約
法

と

二
〇
〇
二
年
刊
行

さ
れ
た
金

サ

ン
ヨ
ン

(置
日

ω
き

σq
《
8

0q
)
教
授

の
比
較
契

約
法
は
國
際
私
法
学

の
発

展

の
た
め

に
も

、
よ

い
資
料

に
な
る
だ

ろ
う
。

も
う

一
つ
残
念

な
こ
と

は
、
実
質
法
分

野
を
研
究
す

る
方

々
の
大
多
数

は
、
当
該
分

野

で
提
起

さ
れ
る
国
際
私
法

的
論
点

に
対

し
無

関

心

で
あ

る
、
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ
は
、
我

が
国

で
國
際
私
法
学
が
遅
れ

て

い
る

こ
と
か
ら
生
じ
た
結
果

で
あ
る
と
同
時
に
、
國
際

私
法
学

の
遅
れ
を
齎

し
た
原
因

で
も
あ

る
。

こ

の
よ
う

な
現
象

が
持
続
す
る
限
り

、
我

が
国

に
お
け
る
國
際
私
法

学

の
発

展
は
不
可
能

で
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あ

ろ
う

。

國

際

私
法

学

の
発

展

の
た

め

、

第

二
版

の
出

版

を

快

く

承

諾

し

て
く

だ

さ

っ
た

金

世

振

社

長

に
深

く

感

謝

の
意

を

表

す

る
と

共

に
、
校

正
を

し

て
く

れ
た

崔

フ
シ

ユ
ン

(o
げ
9

出
口
言
昌
oq
)
、
安

ヨ

ン
カ

ァ
ン

(〉
戸

網
8

ゆq
屏
≦
9。
口
ぴq
)
、
郭

ヨ

ン
ラ

ン

(
國
≦
㊤
劉

団
o
目
oq
轟
口
)

な

ど

、

大

学

院

生

に
感

謝

の
意

を

表

す

る
次

第

で
あ

る
。

「(韓国の)國 際 私法」 ・資料(一)

石 光現 『国際私法 解説 二〇〇一年改正』
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(
2
)

第

一
版

の
は
じ
め
に

二
〇
〇

一
年

七
月

一
日
付
き

で
、
「
渉
外
私
法
」

が
全
面
的

に
改
正
さ
れ
た

の
で
あ
り

、
そ

の
名

称
も

、
「國
際
私
法
」

へ
変
更
さ
れ
た
。

渉
外

私
法

は
形
式
的

に
は
、

一
九
六

二
年

に
制
定

し
た
も

の
で
あ

る
が
、
内
容
的

に
は
、

一
九

世
紀
末

に
制
定

さ
れ
た
ド
イ

ツ
の
民
法

施

行
法

と
日
本

の

「法

例
」
を

基
礎

に
し
た
も

の
で
あ

っ
た
た

め
に
、
制
定
当
時

か
ら

か
な
り

遅
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

し
か

し
、

二

一
世

紀
を
迎
え

て
、

我
が
国
が
渉
外

私
法

を
全
面
的

に
改
正
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
た
と
え

遅
れ

て
は

い
る
も

の
の
、
過
去

一
〇
〇
余
年
間

、

先
進

国
諸
国
、
特

に

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
國
際
私
法

が
成

し
遂
げ
た
著

し

い
発
展

の
相
当

の
部

分
を

国
内
法
化
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え

る
。

こ
の
本
は
、
改
正
法

の
趣
旨
を
説

明
し
、
改

正
法

上

の
諸
論
点
を
紹
介
す

る
た
め
に
、
改

正

・
國

際
私
法

を
条
文

別
に
解
説
を
試

み
た

も

の
で
あ
る
。
法
務
部

(
日
本

の
法
務
省

に
該
当
)

は
、
去

る
五
月
、
比
較

的
に
簡
単

な
内
容

の

「
國
際
私
法

解
説
」

と

い
う

パ

ン
プ

レ

ッ
ト
を
発
行
し
、
筆

者
も
そ

の
作
成

に
関
与

し

て

い
る
が
、
改

正
法

に
対
し
、
よ
り

一
層

の
充
実
な
論

議
を
行
う

た
め
に
、
個
人
的
な
次

元

で
敢
え

て
、

『改

正

・
國
際
私
法

解
説
』
を
発
行
す

る
こ
と

に
し
た
。
当
初
、
も
う
少

し
充
実
な
本
を
発
行
す

る

つ
も
り

で
あ

っ
た
が
、

い
ろ

い
ろ
な
事

情

で
、
特

に
筆
者

の
博
士
学
位

論
文
を
修
正

し

て
、

『
國
際

裁
判
管
轄

に
関
す

る
研
究
』
を
単

行
本

で
刊
行
し
、
過
去

九

年
問
、
筆
者
が
発
表
し
た
論
文
中

、
三
〇
余

り

の
も

の
を
束

ね

て

『
國
際
私
法

と
國
際
訴
訟
』
と

い
う

二
巻

の
書
物

を
刊
行
す

る
作
業
を

並
行

し
な
け

れ
ば
な
ら
な

か

っ
た

の
で
、
意

図
し
た

こ
と
を
充
分

に
反
映
す

る
こ
と
が

で
き

な
か

っ
た
。
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し
か
し

、
改

正
法

が
す

で
に
施
行

さ
れ

て
お
り
、

二
〇

〇

一
学
年
度

の
二
学
期
も

開
講
が
切
羽
詰

っ
た

の
で
、

こ

の
書
物

の
刊
行
を

い

つ
ま

で
も
伸
ば
す

こ
と
も

で
き
ず

、
名

残
り
は
あ
る
が

一
応
刊
行
す

る
こ
と

に
し
た
。

お
お
よ

そ
、
過
去

、
日
本

の

「法

例
」

の
圧
倒
的

な
影
響

の
下
に
あ

っ
た
我

々
韓

国

の
國
際

私
法

は
、
改
正
法

の
施
行
と
共

に
、
國

際

親
族
法
分

野
を

除
け
ば

、
日
本

の

「法

例
」

と
は
、
極

め

て
異

な
る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
、
今
後

は
日
本

の
法
例
よ
り

は
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
國
際
私
法
と

ハ
ー
グ
國
際

私
法
会

議

で
採

択
し
た
多
様
な
國
際
条
約

に
対
す
る
深

い
比
較

法
的
研
究
を
通
じ

て
、
改

正
法

の
正
し

い
解

釈
論
を
展

開
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
で
あ

ろ
う

。

分

野
に
よ

っ
て
は
、
日
本
法

へ
の
従
属
が

一
層
深
化

さ
れ

て
行
く
傾
向

を
示
し

て

い
る
近
時

の
状
況

に
照

ら
し

て
、
改

正
法

の
施
行

に

大
き

な
意
味
を
付
与

す
る
も
う

一
つ
の
理
由
は

こ
こ
に
あ

る
。

改

正
法

の
施

行
を
契
機

に
し

て
、
我
が
国

に
お

い
て
も

、
國

際
私
法

に
対
す
る
関
心
と
研
究
が
よ
り
活
性
化
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
國

際
私
法

が

「
國
際
取
引

の
基
本
法

」
と
し

て
の
元
来

の
機
能
を
ま

っ
と
う

す

る
こ
と
を
期
待
す
る
。
筆
者

は
、
渉
外
私
法

の
改

正
作
業

に

深
く

関
与
す
る

こ
と
が

で
き
た

こ
と
を
光
栄
と

や
り
甲
斐

を
感
じ

る
。
そ

の
過
程

で
、
果
た

し
て
我

々
が
渉
外

私
法
を
改

正
す
る
だ
け

の

充
分

な
力

量
を
備
え

て

い
る
か

に

つ
い
て
、
限
り
な
く
懐

疑
し
た

の
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ

で
も
今
後

の
発
展

の
た
め

に
、
改

正
作
業

は
必

須
的

な
も

の
で
あ

る
と
信
じ

て

い
た

の
で
あ
り
、
今
も
改
正
法

の
施
行
が
韓
国

の
國
際
私
法

の
発
展

の
た
め

の
決
定

的
な
契
機

に
な

る
こ

と
を
確
信

し

て

い
る
の
で
あ
る
。
渉
外
私
法

の
改
正

に
関
与
し
た
か
関
心
を
示
し

て
下
さ

っ
た
全

て
の
人

々
に
感
謝
す

る

の
で
あ
り
、
今

後
も

引
き

続
き
関
心
を
示
し

て
下
さ
る
こ
と
を
希
望
す

る
。

改

正
國
際
私
法

の
施
行
を
契
機

に
、
我

々

の
國
際
私
法

学

の
発
展

の
た
め

に
、
次

の
よ
う
な

二

つ
の
こ
と
を
指
摘

し

て
お
き
た

い
。

第

一
に
、
司
法
試
験
科

目
の
調
整

の
問
題

で
あ

る
。

そ
れ
ま

で
、
渉
外
私
法
が
司
法
試
験

一
次
試
験

の
選
択
科
目
と
し

て
含
ま
れ

て

い

た
過

去

に
お

い
て
は
、
大
部
分

の
法
律
家

が
國
際
私
法

に
関
す

る
基
礎
的
な
理
解
を
備
え

て

い
る
こ
と
が

で
き

た
が
、
渉
外
私
法

が
國
際
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取
引
法

に
含
ま

れ
る
よ
う

に
な

っ
た

一
九
九

七
年
以
後

は
、
受

験
生
か
ら
遠

さ
が
り
、

そ

の
結

果
、

い
わ

ゆ
る
"
国
際
化
時

代
"

に
準

拠

法
と
國
際
裁

判
管
轄

は
勿
論

、
國
際
私
法

の
概
念
す

ら
も
知

ら
な

い
法
律
家

が
排

出
さ
れ

て

い
る
。

そ

の
上
、
國
際
私
法

が
司
法
研
修
院

の
教
科
課
程

に
も
含

ま

れ
て

い
な

い
こ
と

は
非
常

に
憂
慮

さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
甚
だ
し

い
こ
と

は
、

こ
の
よ
う
な

国
際
化

に
逆
行
す

る
結

果
は
、
国
際
化
時
代

に
備
え

る
と

言
う

理
由

で
、
國

際
取
引
法
を

一
次
司
法

試
験

の
選
択
科
目
と
し

て
新

設
し
、
渉
外

私
法
を

そ
れ

に
含

め
た

政
府
当

局
者

の
意

図
的

な
産
物

で
あ

る
と

言
う
点

で
あ

る
。

韓

国
國
際

私
法

学
会

は
、

一
九
九

六
年

司
法
試
験

科
目

の
調
整

の
た
め

の
論
議

の
段
階

で
、
そ

の
よ
う

に
進

め

て
い
く
場
合
は
、
政
府

当
局
者

の
単

純
な
望

み

の
よ
う

に
、
国
際

取
引
法

が
活
性
化

さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
国
際
取
引
法

は
勿
論

で
あ
り

、
渉
外
私
法
も
徹
底

的

に
疎
外

さ
れ
る
可
能
性
を

明
白

に
指
摘

し
た

の
で
あ

り
、
そ

の
後

、
そ

の
よ
う

な
憂
慮

が
現
実
化

し
た
に
も
拘
わ

ら
ず

、
四
年
が
過
ぎ

た

未
だ

に
な
お
、
是
正

さ
れ
な

い
ま
ま

で

い
る
。

國
際
私
法

に
関
す

る
司
法
試
験
科

目

の
調
整

が
誤

っ
た

こ
と
が
証
明
さ
れ
た
以
上
、
当
然
、
再
調
整
す

べ
き

で
あ

る
が
、
法
務
部

が
司

法
試
験

の
主
管

部
署

に
な

っ
た

の
で
、
間
も
な
く
是

正
さ
れ
る
だ

ろ
う

と

い
う
希

望
を
持

っ
て
み
る
。

第

二
に
、
法
科
大
学

に
お
け
る
國
際

私
法

の
専
任

教
授

の
確
保
問
題

で
あ
る
。
筆

者
が
理
解
す
る
と

こ
ろ
で
は
、
現
在

、
我

が
国
に
は

國
際

私
法

の
専
任
教
授

は
全
無

で
あ
る
。

こ
れ
は
、

一
人
乃
至

二
人

の
國
際
私
法

専
任
教
授
を
置

い
て

い
る
日
本

の
優
秀

な
大
学
と

は
非

常
に
対
照
的

で
あ

る
。

筆

者
も

、
國
際
取
引
法

の
専
任

教
授

と
し

て
國
際
私
法

を
兼
ね

て
講
義
し

て

い
る
。
従
来

の
よ
う

に
、
渉
外

私
法

の
範

囲
を
狭

く
理
解

す
れ
ば

、
そ
れ

に

つ
い
て
別
個

の
専
任

教
授
を

置
く

必
要
は
な

い
と
言
え

る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
我

が
国
も

、

一
九
九
七
年

ハ
ー

グ
国
際
私
法

会
議

に
加

入
し

て
お
り
、

ハ
ー
グ
送
達
条
約

に
も
加
入
し
た

の
で
、
国
際
私
法

の
範
囲
を
広
く
理
解
す
る
よ
う

に
な

っ
た

の

で
あ
り
、

こ

の
度

の
改

正
国
際
私
法

の
施
行

に
よ

っ
て
、
国
際
私
法

の
範
囲
が
国
際
裁
判
管
轄
を
含
む
も

の
と
し

て
拡
大
さ
れ
た

の
で
あ
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り
、
講
学

上

で
は
、
そ

の
外

に
も

、
外
国
判
決
と
外

国
仲
裁

判
定

の
承

認
お
よ
び
執
行
な
ど

の
国
際

民
事
手
続
法
的
論
点
と

国
際
倒
産
法

に
関
す

る
国
際

私
法

の
枠
内

で
取
り
扱
わ

れ

て
い
る
。

そ

れ
に
も
拘
わ

ら
ず

、
ま

だ
国
際
私
法
を
専
担

し
た
り

、
あ

る

い
は
こ
れ
を
主
た

る
専
攻

に
す

る
教
授
と
研
究
者

が
皆
無

で
あ

る
と
言

う

こ
と

は
、
急
増

し

て
い
る
国
際
的
な
紛
争

の
合

理
的
な
解
決

の
た
め

に
は
勿
論

で
あ
り
、
国
際
私
法
学

の
正
常

な
発
展

の
た
め

に
、
極

め

て
深
刻

な
問
題
で
あ

ら
ざ

る
を
得
な

い
。
現
在

の
状
況

が
持
続
す

る
と
す

れ
ば
、

国
際
訴
訟
と
国
際
仲
裁

の
実
務

は
あ

る
が
、
理
論

が

な

い
と
言
う
奇

形
的
な
状
態

が
続
く

こ
と

は
明
確

で
あ

る
。

一
九
九

三
年

三
月
、
李
好

誕
教
授
と
崔
公
雄
弁
護
士
と
共

に
、
創
立

し
た
韓
国
国
際
私
法

学
会

が
今
ま

で
難
し

い
環
境

の
中
で
、
絶
え

ず
我

が
国
際
私
法
学

の
発
展

の
た
め
に
努
力

し

て
来

た

の
で
あ
り

、
こ

の
度

の
渉
外
私
法

の
改
正

に
決
定
的
な
寄
与
を

し
た

こ
と

に

つ
い

て
敬
意
を
表
す

る

の
で
あ
り

、
こ

の
小

さ

い
書
物
を
韓
国

国
際
私
法
学
会

に
捧
げ

る

の
で
あ

る
。

そ
し

て
、
筆
者

が
弁
護
士

の
仕
事
を
止

め

て
、
研
究
者
と

し

て
漢

陽
大
学
法
学
部

に
席
を
置
く

の
に
激
励

を
し
、
手
助
け
を

し
て
下
さ

っ
た
旧
友

の
金

ド

ン
オ
部
長
判
事

や
崔
泰

鉱
教
授

に
感
謝
す

る
次
第

で
あ

る
。

前
述

し
た
よ
う

に
、
筆
者

と
し

て
は
、
今

や

「国
際
裁

判
管
轄

に
関
す
る
研
究
」

(
ソ
ウ
ル
大
学
出
版

部
)
、

「
国
際
私
法

と
国
際
訴

訟
」

第

]
巻

(博
英
社
)
、
お

よ
び

「
国
際
私
法

と
国
際
訴

訟
」

第

二
巻

(博
英
社

)

に
引
き
続
き
、
第

四
番
目
と

し

て
、
こ

の
本

の
原
稿
を

脱
稿
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
国
際
私
法
研
究
者
と

し

て
の
役
割
を
多
少
と
も

果
た

し
た
と
確
信
し

て

い
る
。

こ

の
本

に
対
す

る
批
判
と
叱

咤
を
受
容

し
、
次

の
機
会

に
反
映
す

る
こ
と
を
希
望
す

る
。二

一
世
紀

の
初
め

の
夏
を
送
り
な

が
ら

二
〇
〇

一
年

八
月

石

光

現
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第

一
章

序
言

1
.

渉
外
私
法

の
改

正
の
背

景

遂

に
、

二
〇
〇

一
年

四
月
七

日
、
渉
外
私
法
改

正
法
律

(法
律

六
四
六
五
号
)
が
公
布

さ
れ

て
お
り
、
そ
れ

に
伴

っ
て
、
改
正

さ
れ
た

(
1

)

國
際

私
法

(以

下
、

"
改

正
国
際
私
法
"
ま
た

は

"
改
正
法

"
と
称
す

る
)
は
、

二
〇
〇

一
年
七
月

一
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
。

一
九
六
二
年

一
月

一
五
日
、
制
定

・
公
布

さ
れ
た
渉
外
私
法

(法
律
第
九

六
六
号

)
は
、

一
八
九

八
年

の
日
本

の

「法
例
」
を
模
傍

し

て
制
定
さ
れ
た
も

の
と
し

て
、
制
定
当
時

か
ら
時
代

錯
誤
的

な
も

の
と

し

て
批
判
さ
れ
た
。
し
か
し
、
渉
外

私
法
は
ほ
と
ん
ど
改

正
さ
れ

(
2

)

な

い
ま
ま
、
最
近
ま

で
維
持

さ
れ

て
き

た
。

と

こ
ろ
が
、
過
去

、

一
世
紀
は
勿
論

で
あ
り

、
渉
外
私
法
制
定
以
後
だ

け
を
振
り

返

っ
て
見

て
も

、
国
際

的
な
人
的

・
物
的
交
流

の
爆

発
的
な
増
加
と

コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
ー
と

イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

に
よ
る
情
報
化
革
命

に
し
た
が

っ
て
、
全
世
界
が

一
つ
の
地
球
村
を
形
成
す

る
よ

う

に
な

る
な
ど
、
国
際
取
引
環
境

が
甚
だ
し
く
変
化

さ
れ
た
結
果
、
国
際
私
法

的
解

決
を
必
要
と
す

る
問
題
点
が

一
層
拡
大

さ
れ

て
お
り
、

以
前

に
は
経
験

で
き

な
か

っ
た
新
た
な
類
型
と
性
質

の
多
く

の
問
題
点
も

提
起

さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

一
方
、
準
拠
法
決
定
と
関
連

し
た
国
際
私
法

の
分
野

に
お

い
て
も

、
伝

統
的
な
大
陸
法
系

の
方
法

論

に
対
し

て
、
米
国

の
国
際
私
法

理

論
を
中
心
と
す

る
新

た
な
方
法
論

が
台

頭
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
国
際
私
法

の
革
命

、
あ
る

い
は
危

機
を
引
き
起

こ
さ
れ
、
大
陸
法
系

の

国
際
私
法
も
、
そ
れ

に
対
応

し
て
危
機

を
克

服
し
よ
う
と
す

る
過
程

で
、
連
結
原
則
を
細
分
化
し
、
当
事

者
自
治

の
原
則
を
拡
大

し
、
実

質

法
的
価
値
を
顧
慮
し

て
社
会

・
経
済

的
弱

者
を
保
護
し
、
国
際
私
法

の
方
法
論
的
多
元
主
義

を
導

入
す

る
な
ど
、
相
当

の
変
化
を
経
験

し
た
。

こ
れ

に
従

っ
て
、
多

く

の
国
家

が

一
九
七

〇
年
以
後

、
国
際

私
法

を
改
正

し
た

の
で
あ
り

、

こ
れ
と
並
行

し

て
、

"
国
際
私
法

に
関
す
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る

ハ
ー
グ
会
議
"
、
あ
る

い
は

。
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
"

(
出
帥
oq
信
Φ
O
o
艮
興

窪

o
Φ
o
口
勺
二
≦

8

ぎ
冨
毎

蝉
ま

口
巴

ピ
餌
毛
)
を
中
心
と
す

る
多
様

な
法
律
分

野
で
国
際
私
法

の
統

一
作
業

が
持
続
的

に
推
進

さ
れ
て
き
た
。

こ

の
よ
う

な
状
況

の
な
か

で
、
渉
外
私
法

は

一
九
世
紀

の
落
後

し
た

理
論

に
よ
る
形
式
的

で
、
機
械
的
な
準
拠
法
決
定
方
法
と
内
容
上

の
不
備
な
ど

の
よ

っ
て
、
国
際
化
時
代

に
対
応

で
き
ず

に

い
る
と

い
う
指
摘
と
非
難
を
受
け

て
来
た
。
特

に
国
際
家
族
法
分

野
で
、
夫
あ

(
3

)

る

い
は
父

の
本

国
法

を
準
拠
法
と
し
て
指
定
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
憲
法
上
保
証

さ
れ
た
男
女
平
等

の
原
則
を
無
視
し
た

こ
と

、
国
際
契

約

分
野

で
、
当
事

者
た
ち

が
…機
械
的

に
行
為

地
法

を
準
拠
法
と

し

て
指
定

し
た

こ
と

(第

九
条

二
項
)
、
全

て
の
不
法
行
為

に
対
し
、

一

つ
の
連
結

原
則
だ
け
を

お

い
て
、

不
法
行
為

地
法
と
法
廷

地
法
を

累
積
的

に
適
用

し
た

こ
と

(第

一
三
条
)
と
、
商
事

に
関
す

る
規
定

の

な
か

で

↓
部
条

項

(第

二
八
条

～
第

三
三
条
)

が
合

理
的
な
根

拠
が
な

か

っ
た
点

な
ど

が
、
渉
外
私
法

が
露
呈

し
た
代
表
的

な
欠
陥

で

(
4

)

あ

っ
た

。

ま
た
、

国
際
的

な
民
事

紛
争

が
飛
躍
的

に
増
加

し

て
い
る
今

日
、
国
際
私
法

は
単
純

な
準

拠
法
決
定

原
則
だ
け
を
規
定
す

べ
き

で
は
な

く
、
国

際
裁
判
管
轄
規

則
を
同
時

に
規
定
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
「
国
際

取
引

の
基
本
法
」

と
し

て
の
役
割
を
遂
行
す

べ
き

で
あ

る
、
と

い
う

認
識

が
拡
散

さ
れ

て
行
く

に
従

っ
て
、
そ

の
間
、
様

々
な
問
題
点
を
露

呈
し
た
渉
外

私
法

の
改

正
作
業

は
緊
急

な
当
面

課
題
に
な

っ

た
。

こ

の
よ
う

な
問
題
点

を
認
識
し
た
韓
国
国
際
私
法

学
会
は
、

一
九
九
三
年
学
会

の
創

立
以
来
、
渉
外

私
法

の
改

正
を
重

要
課
題

の

一

(
5

)

つ
と

し

て
設
定

し
、

こ
の
為

の
基
礎
的
研
究
を
持
続
的

に
遂
行
し

て
来
た
。

(
6

)

そ

の
上
、
我

が
国

(韓
国
)
は

一
九
九
七
年
八
月
、

ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議

に
加

入
し
た

の
で
あ
り

、
二
〇
〇

一
年

一
月

に
、

ハ
ー
グ

送
達
条
約

加
入
書

を
オ

ラ
ン
ダ
外

務
部

(外
務
省

)

に
提
出
し

て
、

ハ
ー
グ
送
達
条
約

は
、

二
〇
〇
〇
年

八
月

一
日
付
き

で
、
我

が
国

に

(
7

)

対
し

て
発

効
さ
れ
る

こ
と

に
従

い

、
国
内

に
お

い
て
も

、
国
際
私
法

に
対
す
る
関
心
が
高

潮
さ
れ

て
き

た
。

そ

の
よ
う

な
状
況

の
な
か

で
、
法
務
部
は

こ
の
よ
う

な
傾
向

(状
況
)
を
真
剣

に
認
識
し
、
渉
外
私
法
が
国
際
時

代
に
お

い
て
、
国
際



㈲

取
引
か
ら
生
じ
る
法
律
問
題
を
解
決
す
る
基
本
法
と
し
て
の
機
能
を
効
率
的
に
遂
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

q

私
法

の
全
面
的
な
改
正
作
業
を
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
初
、
渉
外
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(
8

)

11

.

渉

外
私
法
改

正

の
経

過

(
1
)

「
渉
外
私
法
改

正
研
究
班
」

の
運
営

法
務
部

は
、

一
九
九

九
年

四
月
、
学
者
と
実

務
家

に
よ

っ
て
、
渉
外
私
法
改
正
研
究
班

(以

下
、

"
改
正
研
究
班

"
と
称

す
る
)
を
構

成

し
、
渉
外
私
法

の
改

正

の
た

め

の
基
礎
作
業
を
着
手

し
た
。
改
正
研
究
班
は
、
今
後
構
成
さ
れ

る
法
務
部
法
務
諮
問
委

員
会
、
渉
外
私

法

改
正
特
別
分
科
委

員
会

の
円

滑
な
活
動

の
た
め

に
、
任
意

的
諮
問
委
員
会
と
し

て
発
足
し
た

の
で
あ
り
、
渉
外
私
法
改
正

に
対
す

る
基

礎

研
究
、
お

よ
び
改

正
試
案

作
成
を
目
標

に
活
動
を
開
始

し
た
。

改
正
研
究

班

は
、
国
際
法
務

課
長
、
検
事

、
判
事

、
教
授

、
弁
護
士
な
ど
専

門
家
九
人

で
構

成
し
、
各

分

野
別
に
担
当
者

を
指
定

し
、

一
九
九

九
年

六
月

二
六

日
か
ら

二
〇

〇
〇
年

五
月

=
二
日
ま

で
、

一
七

回

に
わ
た

る
研
究
会
議

を
行

っ
た

。
改

正
研
究
班

は

、

(表

1
)

で
見
ら

れ
る
よ
う

に
、
各
分

野
別
に
担
当
者
を
指
定

し
、
担
当
者
が
主
導
的

に
渉
外
私
法

の
問
題
点
を
、
外
国

の
立
法
例
と
学
説
、
判
例

(
9

)

な
ど
を
研
究
、
検
討

し
た
後

、
研
究
会
議

で
争
点
事

項
を
討
論
し
、
改
正
方
向
を

決
定

す
る
方
式
を
と

っ
た

の
で
あ
り

、
内
容

の
深

い
研

究
会
議
を

運
営

し
た
結
果
、
研
究
会

議
終

了
と
同
時

に
、
改

正
試
案

(以

下
、

"
研
究
班
草
案
"
と
称
す

る
)
を
作

成
し
た
。
研
究
班
草

案

は
、
渉
外

私
法
改
正
特

別
分
科
委
員

会

の
基
礎

研
究
、
お

よ
び
審
議
資
料
と
し

て
使
用
す

る
た
め
に
作
成

さ
れ
た
が
、
争
点
事
項

の
な

か

で
、
改
正

研
究
班
構
成
員

問
で
意
見

が

一
致
し
な

い
部
分

に

つ
い
て
は
、
複
数

の
案

を
提

示
し
た
。

法

務
部

で
は
、

二
〇

〇
〇
年

六
月
、
改

正
研
究
班

の
研

究
結

果

で
あ

る
研
究
班
草
案

の
内
容
を

、
「
渉
外

私
法

改
正
試
案
」

(以

下
、

"
研
究
班

草
案

解
説

"
と
称

す
)
と

い
う
題

目

の
書

籍
を
発
行

し
た

が
、
個

別
条

文
別

に
、
条
文

を
提
示
し
、

そ
れ

に
引
き

続
き
改
正
趣
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表1

氏 名 職位(2000年5月 当時) 担当分野

韓サンデ 法務部 国際法務課長 総括

石光現 漢陽大学校 教授 総論 、法 人、法律行 政、債 券

呉勝鋪 弁護士(法 務法人 ・韓米) 物権、知的財産権、手形小切手

柳英 日 特許法院 判事 法定債券

鄭柄碩 弁護士(金&張) 海上

趙ス ジョン 梨花女子大学校 法科大学教授 親族 ・相続

崔興墜 仁荷大学校 法科大学教授 自然 人、親族 ・相続

禺 ビョソウ 法務部 国際法務課 検事 幹事

韓賛植 法務部 国際法務課 検事 幹事

(
2
)

「
渉
外
私
法
改
正
特
別
分
科
委
員
会
」

の
審
議

法
務
部

は

二
〇
〇
〇
年

六
月

一
日
、
本
格
的

な
渉

外
私
法
改

正
作
業

の
た
め

に
、

法
務
諮
問
委

員
会

の

一
つ
で
あ

る
渉
外
私
法
改
正
分
科
委
員
会

(以
下
、
"
委
員
会
"
と

称
す

る
)
を
構
成

し
た
。

委
員
会

は
、
国
際
私
法

分
野

に
造
詣

の
深

い
国
内
学
者
と
実
務
家
が
な
ど

一
一
人

に
よ

っ
て
構
成

さ
れ
た

の
で
あ
り
、
委
員

長
に
は

ソ
ウ
ル
大
学
校
法
科
大
学
李
好

挺

教
授

が
任
命

さ
れ
た
。

(
12

)

委
員
会
委
員

の
構
成

は
、
上
記

(
表
2
)

の
通
り

で
あ

る

。 (
10

)

旨

(ま
た
は
、
新
設
趣
旨
)
、
検

討
事

項
と
立
法
例
を

記
載

し
た

。

研
究

班
草
案

は
、

渉
外

私
法
改

正
特
別

分
科
委
員

会

の
作
業

の
基
礎

に
な

っ
た

が
、
当
初
、
概
ね
二

〇
〇

一
年
初
ま

で
は
続
く
と
予
想

さ
れ
た
委
員
会

の
活
動

の
日

程

が
突
然

二
〇
〇
〇
年
末
ま

で
に
と
短
縮

さ
れ
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
研
究
班
草
案

で

言
及
さ
れ
な
か

っ
た
論
点
を
委
員
会

で
新
た

に
提
起
し
、
そ
れ
に
対

し
検
討
す

る
こ

と
が
事

実
上
大
変
難
し

い
こ
と

に
な

っ
た
。
従

っ
て
、
研
究
班
草
案
は
、
結

果
的

に

研
究
班

の
構
成
員
た
ち
が
当

初
豫
想

し
た
こ
と
よ
り
も
大
き

な
比
重
を
持

つ
よ
う

に

な

っ
た
と
言
え

る
。

改
正
研
究
班

の
構
成
員
と
担
当
分

野
は
上
記

(表

1
)

の
通
り

で
あ

る
。
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表2

区 分 氏 名 職 位

委員長 李好挺 ソウル大学校 法科大学教授

委員 金 スヒョン 行政法院 部長判事

〃 石光現 漢陽大学校 法科大学教授

〃 申昌善 金南大学校 法科大学教授

〃 呉勝鋪 弁護士(法 務法人 ・韓米)

ク 張文哲 警察大学校 教授

〃 鄭柄碩 弁護士(金&張)

〃 趙 スジョン 梨花女子大学校 法科大学教授

〃 崔公雄 弁護士(法 務法人 ・友邦)

〃 崔興昼 仁荷大学校 法科大学教授

〃 韓忠沫 漢陽大学校 法科大学教授

委

員
会

で
は
、
改

正
研
究
班

で
作
成

し
た
研

究
班
草
案
を

中
心

に
、
重

要
争
点

事

項
な

ど
を

集

中
的

に
討
議

し

、
総
計

一
四
回

の
会
議

を

経

て
、

二
〇
〇
〇
年

=

月

四
日
、
渉
外
私
法
改
正
試
案

(以
下
、
"
改
正
試
案

"
と

(
13

)

称
す
る
)
を
確
定
し
た

。

委
員
会
で
は
、
改
正
研
究
班
で
各
分
野
別
担
当
者
が
研
究
班
草
案
の
趣

旨
を
説
明
し
、
委
員
会
で
争
点
事
項
を
討
論
し
、
改
正
方
向
を
決
定
す
る

(
14

)

方
式
を
取

っ
た

。
委
員
会

で
は
、
討
議

過
程

の
な
か

で
、

ハ
ー
グ
国
際
私

法
会
議

の
諸
条

約
、

「
契
約
債

務

の
準
拠

法

に
関
す

る
欧
州

共
同
体
条
約

」

(
ロ
ー

マ
条
約

)
な
ど
、
関
連

の
国
際
条
約
と

ド
イ

ツ
、

ス
イ

ス
、
オ

ー

ス

ト
リ
ア
、
日
本
な
ど
、
先
進
国

の
立
法

例
を
体
系
的
、
綜
合
的

に
研
究
、
検

討

し

て
必
要

な
部
分
を
我

々

の
実
情

に
相
応

し
く
修

正
し

、
改

正
試

案

に

受
容
し
た
。

ま
た

、
民
事

訴
訟
法
学

会

、
家
族
法
学
会

、
商
事
法

学
会

、
海

法
学
会

な
ど

、
関
連

し
た
学
会

の
意

見
も
収
敏

し

て
、

こ
れ
を
改

正
試
案

に
適

切

(
15

)

に
反
映

さ
せ
た

。

「
方
、
法

務
部

で
は
、
関
連
機

関

へ
の
意
見
照
会

な
ど

に
活
用
す
る
た
め

に
、
二
〇
〇
〇
年

一
一
月
、
改
正
試
案

の
内
容
を
解
説
し

た
書
物

を

『
渉
外

私
法
改
正
試
案
解

説
』

(以

下
、

"
改

正
試
案
解
説

"
と

称
す

る
)
と

い
う

題
目

で
発
行
し
た
。
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(
3
)
意

見
照
会
、
立
法

予
告
お

よ
び
公
聴

会

法
務
部
は
、
前
記

の
よ
う

な
確
定

さ
れ
た
改
正
試
案

に
対

し
、

二

〇
〇

〇
年

一
一
月

六
日
か
ら

一
一
月

一
六

日
ま

で
関
連

さ
れ
た
政
府

部
処
お

よ
び
市
民

団
体

に
意
見

照
会
を
実
施

し
た
。
法
務
部
か

ら
意

見
照
会
を

要
請

し
た
機

関
は
総
計

二
八
個

で
、
法
院

(裁
判
所
)
行

政
処

・
外
交
通
商

部
な
ど

政
府
機

関
、
大
韓
弁
護
士
協
会
な
ど
法
曹

団
体

、
経
済
正
義
実
践
連
合
、
参
与
連
帯
な
ど
、
市
民
団
体
を
網
羅

し
た
。
ま
た
、
法
務

部
は
二
〇
〇

〇
年

=

月

一
七

日
か
ら

一
二
月
六
日
ま

で
、
官
報

お
よ
び
法
務
部

ホ
ー
ム

・
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
、
立

法
予
告
を
実
施

し
た
。

そ

の
上
、
改
正
試
案

に
対

し
て
、
国
民

の
幅
広

い
意
見
を
聞
き
、

こ
れ
を
収
敏
す

る
た
め
に
、
二
〇
〇
〇
年

=

月

二
三
日
、
瑞
草
洞

弁
護
士
会
館

で
渉
外

私
法

の
改

正
に
関
す
る
公
聴
会
を

開
催

し
た
。

公
聴
会

で
は
、
鄭
起

用

・
国
際
法

務
課
長
が
改

正
推
進
経
過
報
告

を
し
た
後

、
改

正
試
案
を

二
分

し

て
、
著
者

が
渉
外
私
法
改
正

の
方

向

、
総
則
、
国
際
裁

判
管
轄
権

、
法

人

の
属

人
法
、
法
律
行
為
、
知
的
財
産
権

、
契
約

、
商
事

に
関
す

る
規
定
、
手
形

・
小
切
手
お

よ
び

海
商

に
関
し

て
主

題
発
表
を

し
た

の
で
あ
り

、
崔

興
鰍
又教
授

が
自
然

人
、
親
族

、
相
続
と
法
定
債
権

に
関
し

て
主
題
発
表

し
た
。
主
題
発

表

に
続
き
、
柳
英

日
判
事

、
孫
キ

ョ
ン

ハ
ン

(ω
O
b
ら
}(団
O
昌
ひq
]P
鋤
昌
)
弁
護
士
、
安
春
沫
弁
護
士
と
李

ホ

ァ
ス
ク

(ピ
①
ρ
出
≦
p。
ωo
o
評
)
教
授

(
16

)

が
指
定
討
論
者
と

し

て
討
論

し
た

。

(
4
)
改
正
法
律
案

の
確
定
お

よ
び
国
会
提
出

委
員
会

は
、

二

〇
〇
〇
年

=

一月
四
日
、
関
係
機

関

の
意
見

照
会

お
よ
び

公
聴
会
結

果
な
ど
を
綜
合

し
て
、
改
正
法
律
案
を
最
終
確
定

し
た

の
で
あ

る
。
以
後

、
法

制
処

(
、
日
本

の
法
制
局
)
審
査

(
二
〇
〇
〇
年

一
二
月

五
日
か
ら

=

一月

一
五
日
)
、
党
政
協
議

(
二
〇
〇

〇
年

一
二
月

六
日
)
を
経

て
、
二

〇
〇
〇
年

一
二
月
三

〇
日
、
改

正
法
律
案

が
第

二

一
六
回

の
国
会

に
提
出
さ

れ
た
。

こ
の
過
程

で
、
改

正
試
案

に
対
す
る
重
要

な
変
更

が
行

わ
れ
た
と

こ
ろ
は
な

い
。
法

制
処

の
審
議
過
程

で
、
改
正
試
案

の

一
部
文
言

が
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修
正

さ
れ
た
が
、
内
容
的

に
重
要
な
も

の
で
は
な

い
。

(
5
)

国
会
審
議

・
議
決

お
よ
び
公
布

国
会

に
提

出
さ
れ
た
渉
外
私
法
改

正
法
律
案

は
、
二

〇
〇

一
年

一
月
三
日
、
法
制

司
法
委
員

会
に
回
付

さ
れ
た
。

一
方
、
前
記

の
改

正

法
律
案

は
、
第

六
章

の
親
族
関
連

の
内
容

が
国
会

の
女
性
特

別
委
員
会

と
関
連

す
る
と
認
定

さ
れ
、

二
〇
〇

一
年

一
月

一
六
日
、

同
委
員

会

回
付

さ
れ
た
後
、

二
〇

〇

一
年

二
月
八
日
、
第

一
二

七
回

の
国
会

(臨

時
会

)
、
第

一
次
女
性
特
別
委

員
会

に
上
程

さ
れ
た

の
で
あ
り
、

一
般
討
論
を
経

て
、
よ
り
深

い
検
討
を
行
う
た

め
に
、

"
家

族
お
よ
び
福
祉
関
連
法
案

審
査

小
委
員

会
"

に
回
付
さ
れ
た
。

二
〇

〇

一
年

二
月

=
二
日
、
国
会
女
性
特
別
委

員
会

は
政
府

原
案

の
ま

ま

に
議
決
す

る
こ
と
が
望
ま

し

い
、
と

い
う
意
見
書
を
採
択

し

た
。渉

外
私
法
改

正
法
律
案

は
、

二
〇
〇

一
年

二
月

二
七

日
、
第

二

一
八
回
臨
時

国
会

の
法
制

司
法
委
員
会
第

五
次
委
員
会

に
上
程
さ

れ
た

の
で
あ
り

、

一
般

討
論
を

経

て
、
よ
り
深
く
検

討
す

る
た

め
に
、
法
制

司
法

委
員
会
傘

下

の
、
法

律
審
査

第

一
小
委

員
会

に
回
付

さ

れ

た
。

二

〇
〇

一
年
三
月
六

日
、
法
律
審
査
第

一
小
委
員
会

(委
員
長

H
国
鋤
β

Q。
目

。q
9

の
審

議

・
議

決
を
経

て
、

二
〇
〇

一
年

三
月
七

日
、
法
制

司
法
委

員
会
第

三
次
委
員
会

で
、
小
委
員
会

の
審
査
結
果
を
報

告
し
、
縮
条
審
査

を
し
た
後

、
四

ヶ
所

の
字
句
修
正
を
行

っ
た

後
、
議
決

さ
れ
た
。

二

〇
〇

一
年

三
月
八

日
、
第

二

一
九
臨
時
国
会

、
第

一
次
本
会
議

で
、
渉
外

私
法
改

正
法
律
案

が
議

決
さ
れ
た

の
で
あ
り
、

こ
れ
は

二

〇
〇

一
年

三
月

二
三

日
付

き

で
、
政
府

に
移

送
さ

れ
た
後

二

〇
〇

一
年

四
月
七

日
、
法
律
第

六

四
六
五
号
と

し

て
公
布

さ
れ
た

の
で
あ

り
、
遂

に
二

〇
〇

一
年
七
月

一
日
か

ら
施
行
さ

れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

(
17

)

法
務

部
は
、

二
〇
〇

一
年

二
月

『各

国

の
国
際

私
法
』
と

い
う

書
物
を
、
法
務
資
料
第

二
四

〇
集
と

し
て
発
行
し
た

の
で
あ
り

、
改
正

国
際
私
法

の
施
行
を
控
え
た

二
〇
〇

一
年

五
月
、
実
務
家
と
学
者
た
ち

の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
、

『国
際
私
法
解
説
』

(以
下
、

"
法
務
部
、
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法
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"
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す
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い
う
解
説
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を
発
行

し
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著
者

の

『
改

正

国
際
私
法
解

説
』

の
刊

行
背
景

著
者
は
、
改
正
研
究
班
と
委

員
会

の
構
成
員
と

し
て
、
改
正
試
案

の
作
成
過
程

に
参
与

し
た

一
人
と

し

て
、
改

正
国
際

私
法

を
条
文

別

に
解
説
す

る
た

め
に
、
こ

の
書
物
を
執
筆

し
た
。

こ
れ
か
ら

、
ま
ず

渉
外

私
法
改

正

の
全
体
的

な
方
向
を
概
観

し
、
改

正
法

の
主
要

な
骨

子
を
簡
単

に
紹
介
す

る

(第

二
章
)
。

つ
ぎ

に
、
改
正
国
際
私
法

の
条
文
別

に
、
解

説
を
す

る

(第
三
章
)
。

そ
し

て
、
将
来

の
課
題
を
提

示

し

(第

四
章
)
、
渉
外

私
法

の
改

正
作
業

の
意

味
を
決
算

す
る

(第

五
章
)
。

こ
こ
で
、
私

が
展
開
す

る
見
解

は
私

の
個
人
的
な
も

の
で

あ
り
、
改
正
研
究
班

や
委
員
会

、
あ

る

い
は
法
務
部

や
韓
国
国
際
私
法
学
会

の
公
式
的

な
意

見

で
は
な

い
こ
と

は
言
う
ま

で
も

な

い
。
し

た
が

っ
て
、

こ
こ
に
あ

る
誤

謬
は
、
事
実

に
関
す

る
も

の
で
あ

る
か
、
あ

る

い
は
改

正
法

の
法
律
的

な
解
釈

に
関
す
る
も

の
で
あ
る
か
に

拘
わ
ら
ず
、
す

べ
て
私

の
責
任

で
あ

る
。

(
18

)

こ

の
書
物

で
は
、
読
者

の
便
宜

の
た
め
に
、
概
ね
法
務
部

の

『国
際
私
法
解
説
』

の
体

制

に
沿

っ
て
お
り

、
第
三
章

の
条
文
別
解

説
に

は
、
初

め
か
ら

一
連
番
号
を
付

け
る
代

わ
り

に
、
章

ご
と

に
新

し

い
番
号
を
付

け
た

こ
と
が
異

な
る
。
法
務
部

の
国
際
私
法

の
解
説
は
比

較
的

に
簡
潔

な
文
献

で
、
著
者
も

そ

の
作
成

に
関
わ

っ
て
い
る
が
、
改
正
国
際
私
法
を

解
説
す
る

に
は
不
足
す

る

の
で
、
著
者

は
そ
れ
を

補
完

し
よ
う
と
す

る
個
人
的
な
次
元

で
、
『
改

正
国
際
私
法
解

説
』

を
発
行
す

る
こ
と

に
し
た

の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
改
正
法

が
誕
生
す

る
よ
う

に
な

っ
た
背

景
を

紹
介

し

て
、
個
別
条
文

の
背

景

に
あ

っ
た
論
理
的
根
拠
と
論
議
過
程
を
提

示
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
改
正
法

の

解
釈
論
を

正
し
く
展
開
し
、
将
来

の
国
際
私
法

の
改

正

の
た
め

の
準
備
を
す
る
際

に
、
助
け

に
な
る
か
ら

で
あ

る
。

国
際
私
法

に
関
す
る
資

料
が
多

く
な

い
我

々
の
現
実

の
な
か

で
、
改
正
過
程

に
お
け
る
論
議
を
紹
介
す

る
こ
と
自
体
が
、
資
料
的
意

味

が
あ

る
も

の
と
信
じ
る
。
特

に
、
著
者

が
過
去
渉
外

私
法

に
お

い
て
、

日
本

の
法
例

に
は
な

い
、
商
事

に
関
す
る
特
則

の
趣
旨
を
誰

一
人
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説
明

で
き
な

い
こ
と
を

確
認
す

る
た
び

に
、
立
法

理
由

書
を
書

く
必
要
性

を
痛
感
し
た
か
ら

で
も
あ

る
。
同
様
な
理
由
か
ら
、
研
究
班
草

案

と
改
正
試
案

に
関
連

す

る
と

こ
ろ

で
紹
介

し
よ
う

と
し
、
ま
た
、

で
き

る
だ
け
多

く

の
国
内
資
料
を
紹
介

し
た

の
で
あ

る
。
民
法

と
統

合

倒
産

法
な
ど

、
現
在

、
進
行

し
て

い
る
他

の
法
律

の
改
正
作
業

に
お

い
て
も

、
有
権

的
な
解
説
書

で
は
な
く

て
も
、
少

な
く
と
も

改
正

と

関
連
す
る
資
料
を
集

め

て
、
公
刊
す

る
慣
行

が
定
着
す

る

こ
と
を
希
望

す
る
次
第

で
あ
る
。

一
部
論
点

に
関
し

て
は
、
著
者
が
ま
だ
適

切
な
解
決
方
法
を
提

示

で
き

な
か

っ
た
が
、
少
な
く
と
も
、
そ

の
論
点
自
体

の
紹
介
だ
け

で

も
意

味
が
あ
る

の
で
、

こ
れ
を
紹
介

し
よ
う
と
努
力

し
た
。

そ
う
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
そ

の
よ
う

な
論
点

に
対
す

る
問
題
意

識
と

論
議

が
拡
散

で
き

る
し
、
そ

の
過
程

で
正

し

い
解
答
を
得

る
可
能
性
も
あ

る
と

信
じ
た
か
ら

で
あ

る
。

た
だ
考
慮

す

べ
き

こ
と
は
、

こ

の
書
物

は
改

正
国
際

私
法

に
対
す

る
包

括
的
な
解
説

で
は
な
く
、
主

に
改
正
事
項

の
解
説
を
目
的
と
す

る
も

の
で
あ
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、
改
正
法

の
な
か

で
、
改
正
さ
れ

て
な

い
部
分

に

つ
い
て
は
全
く
論
議
さ
れ
な
か

っ

た
か
、
論
議

し
た
と

し

て
も
簡

単

に
取
り
扱
う

こ
と
を

原
則

に
し
た

の
で
あ

る
。
ま
た
、
改
正
事

項

の
説
明

に
関
し

て
も

、

こ
の
書
物

は

非

常

に
不
足

で
充
分
な
も

の
で
は
な

か

っ
た
。
第

二
版

で
は
、
部

分
的
に
補
完
を
試
み
た
が
、
未
だ

に
行
く
道
は
遠

い
。

こ
れ
を
補
完
す

る
作
業
は
、
詳
細
な
教
科
書

や
注
釈
書

に
よ

っ
て
可
能

で
あ

る
と

思
わ
れ
る
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
各

条
文

の
解
説

に
続
き

、
法
務

部

の

『
国
際

私
法
解

説
』
と
同
様

に
、
関
連
外
国

の
立
法
例
を
紹
介
し
た
。
た
だ
概

ね
条
文
だ
け
表
示
し
、
必
要
な

場
合

に
重

要
な
内
容
を
簡
単

に
言
及
し
た
だ
け
な

の
で
、
詳
細
な

こ
と
は

こ
の
書
物

の
最
後

に
付
録

で
添

付
し
た
条
文
を
参
考
す

る
必
要

が
あ

る
。

第

二
版

で
、
新
し
く
追
加

し
た
最
後

の
第

六
章

(補

論
)

は
、
序

文

で
述

べ
た
よ
う

に
、

二
〇
〇
二
年
七
月

一
日
付
き

で
、
旧
民
事

訴

訟
法
が
改
正
さ
れ
、
民
事
訴
訟
法
と

民
事
執
行
法

に
分
離
さ
れ

て
、
裁
判
籍

に
関
す

る
規
定
と
外
国
裁
判

の
承
認

お
よ
び
執
行

に
関
す

る

規
定
が

一
部
改
正
さ
れ
た

の
で
、
こ
れ
を
解

説
す

る
た
め

の
も

の
で
あ
る
。
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第

一
章

の
注

(
1
)
条
文

は
、
官

報

一
四
七
七

〇
号

(
二
〇
〇

一
年

四
月
七

日
)

(2
)
た
だ

、

一
九
九

九
年

二
月

五
日
、
海

難
審
判
法
が
海
洋
事
故

の
調
査

お
よ
び
審
判

に
関
す

る
法
律

へ
改
正
さ
れ

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
渉
外
私
法
第

四
七

条

の

"
海
難
救
助
"
と

い
う

用
語
が

"
海
洋
事

故
救

助
"
に
、
変
更

さ
れ
た
だ
け

で
あ
る
。

(
3
)

そ
れ
に
も
拘

わ
ら
ず
、
渉
外

私
法

の
な
か

で
、
國
際
親
族
法

に
対
し

て
法
院

の
違
憲
審

判
請
求

や
女
性
団
体

の
異
議
提
起

が
な
か

っ
た

の
は
、
國

際
私

法

に
対
す

る
我

々
社
会

の
総
体

的
な
無

関
心
を
示
す
も

の
で
あ

っ
た
。

(
4
)
そ

の
他

の
欠
陥
は
、
後

の
第

二
章

の
渉
外
私
法
改
正

の
方
向
を
参
照
す
れ
ば
分
か

る
で
あ

ろ
う
。

(
5
)
韓

国
國
際
私
法

学
会
は
、

一
九
九
三
年

三
月
、
創
立
以
後

、
隔
月

に
定

期
研
究
会
を

開
催
し
た

だ
け

で
な
く

、
特

に
、

一
九
九

五
年

一
〇
月
二
八

日
、

「
外
国
國
際
私
法
、
立
法

の
最
近
動
向
」
と

い
う
主
題

で
、
ド
イ

ツ
、
ケ

ベ

ッ
ク
州

、
日
本
、

ル
イ
ジ

ア
ナ
州
、

ス
イ

ス
、
な
ど

の
國
際
私
法

に
関
す
る
比

較
法

的
検

討

の
た

め

の
、
年
次
学
術
大
会

を
開
催

し
た
。
ま

た
、

一
九
九

八
年

=

月

二
八
日
、
「
国
際
化

時
代

に
お
け

る
國
際

私
法

、
i

渉
外
私
法

の

改

正
を
中
心

に
ー
」

と

い
う
主
題

で
、
年
次
学
術
大
会
を
開
催

し
、
改

正
作

業

の
方
向

を
提
示
し
た

の
で
あ
り
、
改
正
試
案

が
作
成

さ
れ
た
後

で
あ

る
二

〇

〇
〇
年

二

月

二
五
日

に
は
、

「
渉
外
私
法
改

正
法
律
案

の
検
討
」
と

い
う

主
題

で
、
國
際
学
術
大
会
を

開
催
し
、
改
正
試
案

と
改

正
法

に
関
す

る
深

い
論
議
を
行
う

こ
と

に
よ

っ
て
、
改
正
作
業
が
無

難

に
終
わ
る
よ
う

に
、
そ

の
契
機
を
作

っ
た
。

年
次

学
術
大

会

の
資

料
は
、
学
会
誌

で
あ
る

「
國
際
私
法
研
究
」
第

三
号

(
一
九
九
八
年

)
と
第

五
号

(
二
〇
〇
〇
年

)
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。

二
〇

〇
〇
年
度
年
次

学
術
大

会

の
資

料
は
、
「
國
際
私
法

研
究
」
第

六
号

(
二
〇
〇

一
年
)

に
掲
載

さ
れ

て
い
る
。

(
6
)
法
務
部
は
、

こ
れ
を
契
機

に
、

「
國
際
私
法

に
関
す
る

ハ
ー
グ
国
際
私
法

会
議

の
諸
条
約
」

と

い
う

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を
第

二

=
二
集
と
し

て
、

一
九
九
七

年

刊
行
し
た
。

こ
の
パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
は
、
そ

の
時
ま

で
、

ハ
ー
グ
國
際
私
法
会
議

で
採
択
さ

れ
た
条
約

三
四
個

の
韓
国
語
翻
訳
と

英
文

、
並

び

に
フ
ラ

ン
ス
語
の
原
文

が
収
録

さ
れ
て

い
る
。
ほ
と
ん
ど
全

て
の
ハ
ー
グ
条
約
を
韓
国
語

で
翻
訳
し
た

の
は
立
派
な
業
績

で
あ

る
こ
と

に
は
違

い
な

い
。
し
か
し
、

翻

訳
上

の
多

く

の
問
題
点
が

そ
の
業
績
を

殿
損

し
て

い
る
こ
と
は
残

念

で
あ

る
。
よ
り
多
く

の
時
間
を
持

っ
て
、
正
確
な
翻

訳
を
す

れ
ば

、
と

い
う

願

い

も
あ

る
。

(
7
)

ハ
ー
グ
送
達
条

約

へ
の
加

入
と
関
連

す
る
問
題
は
、

石
光

現
、

。
ハ
ー
グ
送
達
条

約

へ
の
加

入
と

関
連

し
た
幾

つ
か

の
問
題
点
"
、
世
界
国
際
法
協
会

韓

国
本
部
、

『
国
際
法
論
叢
』

第
九
巻

(
二

〇
〇
〇
年
)
、

一
〇
三
-

一
二
四

ペ
ー
ジ
、

『
國
際
私
法
と

國
際
訴
訟
』

二
巻

(
二

〇
〇

一
)

二
八
七

ペ
ー
ジ
参

照
。



(414)
「(韓国の)國 際私法」 ・資料(一)

石光現 『国際私 法解説 二〇〇一年改正』
257

(
8
)

こ
の
部
分
は
、
法
務
部
、

「
國
際
私
法
解
説
」

四

ペ
ー
ジ
以

下
を

一
部
修

正
し
て
作
成

し
た
も

の
で
あ

る
。

(
9
)
表

1
で
は
、

o
げ
ρ

ω
プ
ε
o
口
鋤q
教
授
と

崔
興
蔓

教
授

が
親

族

・
相
続
法
分
野

の
担
当
者
に
な

っ
て
い
る
が
、
崔
興
燃
又
教
授
が
主
導
的
な
役
割
を
行

っ
た
。

(
10
)
研
究
班
草
案

解
説
は
、
全
部

一
五

五
ペ
ー
ジ

の
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
は
各

分
野
別
担

当
者

が
該
当
部
分
を
作
成

し
、
法
務
部
全

体
を
調

整
し

て
整

理
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
作
成

し
た
も

の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
研
究

班
草
案

解
説
、

四
ペ
ー
ジ

以
下

の

"
主
要
骨
子

`
は
、
当
初
著
者

が
作
成
し

た
も

の
を
法
務

部
側
が
、
多
少
修
正
し
た
も

の
で
あ

る
。

(
11
)
検
事
を

除
く

構
成
員

は
、

ア
ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト
順

に
整
理
し
た
。
研

究
班

を
最
初

に
構
成
す

る
当
時

で
あ

っ
た
、

一
九
九
九
年

四
月
に
は
、
國

際
法
務
課

長
は

囲
貧

言

鼻

旨

部
長
検
事

で
あ

っ
た
が
、
後

に
、
零
β

ω
巨

働q
甘
コ
部
長
検
事
を
経

て
、
改
正
試
案
を
作
成
す

る
当
時

に
は
、

国
餌
戸

ω
き
ゆq
ら
Φ
部
長
検

事

が
担
当
し
た
。

し
か
し
、
法
務
部
、

「
國
際

私
法

解
説
」

を
刊
行

し
た
二
〇
〇

一
年

五
月
に
は
、
再
び
國
際
法
務
課
長

で
あ

っ
た
、
O
げ
o
⇒
oq
レ

貯
8

σq
部

長
検
事

が
担
当

し
た
。

(
12
)
検
事
を

除
く
委

員
は
、

ア

ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
順

に
整

理
し
た
。
漢
陽
大
学
校

法
科
大

学

で
民
事
訴
訟
を

担
当

し

て

い
る
韓
忠
沫
教
授
は
、

民
事

訴
訟
法
学

会
か
ら

の
推
薦

に
よ

っ
て
委
員

に
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
研
究
班
草
案

に
、
國
際
裁
判
管
轄

に
関
す

る
条

項
が
含
ま

れ

て

い
た
た
め

に
、
法

務
部
か
ら
民
事

訴
訟
法
学
会

に
委
員

の
推

薦
を
要
請

し
た
か
ら

で
あ

っ
た
。

(
13
)

改
正
試

案
は
、
付
録
と
し

て
掲
載

し
て

い
る
。

(
14
)

こ
れ
は

、
柳
英

日
判
事
を

除
く
全
構
成
員
が
委
員

会

の
委

員

に
な

っ
た

の
で
、
そ
れ
ほ
ど
難
し

い
こ
と

で
は
な
か

っ
た
。
従

っ
て
、
法
定
債
権

分
野

に

関
し

て
は
、
柳
英

日
判
事

は
委
員
会

に
出
席
し
、
研
究
班
草
案

の
趣
旨
を
説
明
す

る
機
会
を
持

っ
て

い
た
。

(
15
)

勤
労
契
約

に
関
す
る
条
文
が
あ

る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
労

働
法
学
会

に
も
意
見
照
会
を
行
う
必
要

が
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
。

(
16
)

公
聴
会
資
料

は
、
法

務
部
、
「
渉
外

私
法
改

正
、
公
聴

会
」

(
二
〇
〇
〇
年
)

に
収
録

さ
れ
て

い
る
。

(
17
)

そ
れ

に
は
、
日
本
、
ド
イ

ッ
、

ス
イ

ス
、
オ

ー
ス
ト

リ
ァ
お
よ
び
イ

タ
リ
ア
の
國
際
私
法
と

「
契
約
債
務

の
準
拠
法

に
関
す

る

ロ
ー

マ
条
約
」
、
「
国
際

契
約

の
準
拠
法

に
関
す

る
米
州
間
条
約
」
、

「為
替
手

形

・
約
束
手
形

に
関
す

る
法
抵
触

の
解
決

の
た
め

の
ジ

ュ
ネ

ー
ブ
条
約
」
、
「
小
切
手

に
関
す
る
法
抵

触

の
解
決

の
た

め

の
ジ

ュ
ネ

ー
ブ
条
約
」
と

「
民
事

お
よ
び
商
事
事
件

の
裁
判
管
轄
と
裁
判
執
行

に
関
す

る
ブ
リ

ュ
ッ
セ

ル
条
約
」

の
韓

国
語
翻
訳
と
関

連
原
文
が
収
録

さ
れ
て

い
る
。
但
し
、
イ
タ
リ

ア
法

の
場
合

に
は
、
ド
イ

ッ
語
翻
訳
文
が
収
録
さ
れ

て

い
る
。

(
18
)

著
者
も
、
法
務

部

の

『
國
際
私
法

解
説
』

の
作
成

に
関
与

し
て

い
る
が
、
個
人
的

に
、

こ
の
パ

ン
プ

レ

ッ
ト

の
作
成
過
程

で
、
逆

に
法
務
部

の

「
國
際

私
法
解
説
」

の
助

け
を
受

け
た

こ
と
を
明
ら
か

に
し

て
お
く
。
特

に
、
親
族

・
相
続
法
分

野
に
お

い
て
そ
う

で
あ

っ
た
。
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第

一
一章

(
ユ

)

渉
外
私
法
改
正
の
方
向

(
1
)
名

称

渉
外

私
法

は

"
渉
外

私
法
"
と

い
う

名
称
を
使

用
し
た

が
、
「
渉
外

」
と

い
う
用

語
が
国
際
私
法

で
意

図
し
た

こ
と

と
は
異
な

り
、

"
外

部

と
連
絡
ま
た
は
交
渉

"
す

る
と

い
う
意
味

で
解
釈

さ
れ

る
傾
向

が
あ

っ
て
、

そ
れ
も
、

正
し
く
定
着

さ
れ

て
な

い
も

の
と
判
断
さ

れ
、

(
2

)

。
ハ
ー
グ

国
際

私
法

会

議

(出
餌
ひq
ロ
Φ
O
o
融
興

9

0
Φ
o
b
中

一く
讐
Φ
H韓

Φ
§

勉
ま

昌
翁。
一
い
。・
8

"

と

ス
イ

ス
お

よ
び

オ

ー

ス
ト

ラ

リ
ア

の

"
国

際

私

法

に
関

す

る

連

邦

法

律

(ゆ
琶

q
の
ω
oq
①
ω
①
訂

口
げ
曾

α
霧

H暮

①
唇

ゆ
けδ
口
巴
Φ

勺
ユ
<
p。
q
Φ
o
耳

)
"

と

イ

タ

リ

ア

の
"
国

際

私

法

(
∪
一昏

8

含

8
唇

巴

8

巴
Φ

勺
鼠
く
讐
o
)

の
例

で
見

ら

れ

る

よ
う

に

、

"
国

際

私

法

"
と

い
う

名

称

が

国

際

的

に
広

く

使

用

さ

れ

て

い
る

の
で
、

法

の

名

称

を

"
国

際

私
法

"
と

修

正

し

た

。

(
2
)
体
制

の
変

更

国
際
私
法

は

"
総
則
"
、

"
民
事

に
関
す

る
規
定
"
と

"
商
事

に
関
す

る
規
定
"
な
ど
、

三
個
章

四
七

ヶ
条

で
構
成
さ
れ

て

い
る
が
、
改

正
法

で
は
、
こ
れ
を
細
分
し

て

"
総
則

"
、

"
人
"
、

"法
律

行
為
"
、

"
物
件
"
、

"
債
権
"
、

"
親
族
"
、

"
相
続
"
、
"
手
形

・
小
切
手

"
、

"
海
商
"

な
ど
、
全
部
九
個
章
六

二
条

で
再
編

し
た
。
渉
外

私
法

の

"
第

三
章

(商
事

に
関
す

る
規
定
)
"
は
、

(
1
)
商
事

に
関
す
る
特

則
、

(
2
)
手
形

・
小

切
手

に
関
す

る
規
定
と

(
3
)
海
商

に
関
す

る
規
定

で
構
成

さ
れ

て

い
る
が
、
そ

の
中

で
、

"
(
1
)
商
事

に
関
す

る
特
則
"
を
置
く
必
要
性
と

そ

の
内
容

の
合
理
性

に
対

し

て
従
来

か
ら
強

い
疑
問
が
提
起

さ
れ
た

の
で
、

こ
れ
を
大
部
分
削
除

し
、
商
事

会
社

の
行
為
能
力

に
関
す

る
条
項

(国
際

私
法
第

二
九
条
)
と
無

記
名

証
券

に
関
す

る
条

項

(渉
外
私
法
第

三

一
条
)

は
、
そ
れ
ぞ
れ
人

に
関
す

る
第

二
章
と
物
件

に
関
す

る
第

四
章

に
移

し
た

(第

一
六
条
、
第

二

一
条

)
。
ま
た

"
(2
)
手

形

・
小
切
手

に
関
す

る
規
定

"
と
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"
(
3
)
海
商

に
関
す

る
規
定

"
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
つ
の
章
と
し

て
独
立
さ

せ
た
。

研
究
班
草
案
と
改

正
試
案

で
は
、
国
際
親
族
法
と

国
際
相
続
法

は
人
法
と
密
接

な
関
連

を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
根
拠

に
、
親
族
と
相
続

(
3

)

に
関
す

る
章
を
人

に
関
す

る
第

二
章

と
法
律
行
為

に
関
す

る
第

三
章

に
続

い
て
、
第

四
章

お
よ
び
第

五
章

で
規
定

し
た

。

ド
イ

ツ
民
法
施
行
法

、

ス
イ

ス
国
際
私
法

、
オ

ス
ト
リ
ア
国
際
私
法
と
イ

タ
リ

ア
国
際
私
法

も
そ

の
よ
う

な
体

制
を

取

っ
て
い
る
こ
と

も
考
慮
さ
れ
た
。

し
か

し
、
公
聴

会

で
国
際
私
法
が
民
法
と
異
な

る
体
制
を
と

る
こ
と

は
望

ま
し
く
な
く

、
便
宜

上
乃
至
は
、
使
用

の
頻

(
4

)

度
な
ど
を
理
由

に
、
改
正
試
案

の
体
制

に
対

し
、
批
判
的
な
見
解

が
有
力

で
あ

っ
た

の
で

、
改

正
試
案
を
渉
外
私
法
と
同
様

に
、

い
わ

ゆ

る

パ
ン
デ

ニ
ク

テ
ン
体
系

に
従
う

民
法

体
系

に
合
わ

せ
て
調
整

し
た

の
で
あ

る
。

(
3
)
完
結

さ
れ
た

國
際
私
法
体

制

の
指
向

と
法

の
欠

訣

の
補
充

渉
外
私
法

は
権

利
能

力
、
準
正
、
法
人
、
任
意
代
理

、
運
送
手
段
、
移
動

中

の
物
件

、
債
権

に
対
す

る
担
保

物
権
、
知
的
財
産
権
な
ど

の
関

し
て
、

い
か
な
る
規
定

も
し

て
な

い
こ
と

に
よ

っ
て
、
多
く

の
欠
陥
を
持

っ
て
い
る
。

改
正
法

で
は
、
前
掲

の
よ
う
な
重

要
な
連
結
対
象

の
連
結
原
則
を
明
示

し

て
、
法

の
欠

陥
を
補
充
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
法
的
安
定
性

と
当
事
者

の
予

測
可
能

性
を
高
め
、
よ
り
完
結

し
た
國
際
私
法
体
制
を
指
向

し
た
。

こ
れ

に
よ

っ
て
、
準
拠
法

の
決
定

に
関
す

る
国
際
私

法
は
相
対
的

に
よ
り
整

備
さ
れ
た
体
制
を
備
え

た
と

評
価
す

る
こ
と

が
で
き

る
。

し
か

し
、

こ
れ
は
改

正
法

に
欠
陥
が
な

い
こ
と
を
意
味
す

る
こ
と
は
決

し

て
な

い
。
改

正
法

に
も

、
意

識
的

に
あ
る

い
は
無
意

識
的

な

欠
陥

が
あ

る
の
で
、

そ
れ

に

つ
い
て
は
、
渉
外

私
法

の
下
で
と

同
様

に
、
適

切
な
連

結
原
則
を
研
究

(探
求
)
し
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

(
5

)

こ

の
よ
う

な

作

業

は

、

"
法

官

に
よ

る
法

形

成

(
膏

ぽ
Φ
島

。
9

幻
①
9

什ω
皆
同汁
げ
ま

巨

ひq
)
"
と

し

て
、

説

明

す

る

こ
と

が

で
き

る
だ

ろ
う

。
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(
4
)
國
際
私
法

上

の
男
女

平
等

の
実
現

渉
外
私
法

は
國
際
親
族

の
分

野
、
す
な
わ
ち
婚
姻

の
効
力

(第

一
六
条

)
、
夫
婦

財
産

制

(第

一
七
条

)
、
離
婚

(第

一
八
条
)
、
お
よ

び
摘

出
子

(第

一
九
条
)

に
関
し

て
、
夫

の
本
国
法
を
準
拠
法
と

し
て
お
り
、
親
子
間

の
法
律
関
係

(第

二
二
条
)

に
関
し

て
、
父

の
本

国
法

を
準
拠
法

と
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
憲
法

が
保

障
す

る
男
女
平
等

の
原
則

に
反
す

る
と

い
う

批
判
を
受
け

て
来

た
。
改
正
法

で
は
、

男
女
平
等

に
符
合
す

る
よ
う

一
次

的

に
、
夫
婦

同

一
の
本
国
法
、

二
次
的

に
は
夫
婦

の
同

一
の
常
居
所
地
法
を
準
拠
法

と
指
定
す

る
か
、

男
女
差
別
的
な
要
素
を
排
除
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
違
憲

の
素
地
を
払
拭

し
た

(第

三
七
条

、
乃
至
第

三
九
条
)
。

(
6

)

(
5
)
國
際

裁
判

管
轄

に
関
す

る
規
定

の
拡
大
と
特
則

の
導
入

従
来

に
、
確
立

さ
れ
た
判
例
と
学
説

は
我

が
国

(韓

国
)
に
は
民
事
事
件

の
国
際
裁
判
管
轄

に
関
す

る
如
何
な

る
成
文
法
規

が
な

い
と

見

て
お
り
、
國
際
裁
判
管
轄

に
関
す

る
規
則

は
、
実
際

に
、
主

に
判
例

に
よ

っ
て
発
展

し
て
き
た
。
渉
外
私
法
は
、
限
定
治
産

・
禁
治
産

(第

七
条
)
、
失
踪
宣
告

(第

八
条
)
、
お
よ
び
後
見

(第

二
五
条
)
な
ど

、
非
訟
事

件

に
関
し

て
だ
け
国
際
管
轄
を
置

い
た
だ
け

で
あ

っ

た
が
、
改

正
法

で
は
國
際
裁
判
管
轄

の
問
題
が
、
國
際
私
法

の
課
題

で
あ

る
こ
と
を
第

一
条

で
明
文

で
規
定

し

て
お
り
、
多
様
な

國
際
裁

判
管
轄
規
則
を
導

入
し
た
。

つ
ま
り
、
渉
外

私
法

は
準
拠
法
決
定

原
則
だ

け
を
國
際
私
法

の
規
律
対
象
と

し
て
理
解
す

る
ド
イ

ッ
の
民
法

施
行
法
と

日
本

の
法

例

の
接
近
方
法

に
し
た
が

っ
た
が
、
改
正
法

は
國
際
裁

判
管
轄

の
問
題
を
、
國
際
私
法

の
問
題
と

し

て
理
解
す

る

フ

ラ
ン
ス
法
系

、

ス
イ

ス
お
よ
び
英

米
法
系

と

ハ
ー
グ
國
際
私
法

会
議
が
取
る
主
流
的
な
接

近
方
法

に
し
た
が

っ
た
も

の
で
あ

る
。

そ

の
た
め
に
、
第

一
章

(総
則
)

で
、
従
来

か
ら
大
法
院

(最
高

裁
判
所

)
判

例
が
取

っ
て
き

た
立
場
を
反
映

し
て
、
國
際
裁
判
管
轄

に
関
す

る

一
般
原
則
を

規
定
し

(第

二
条

)
、
各

則

(各

論
)

で
あ

る
第

五
章

(債
権
)

で
、
社
会

・
経
済
的
弱
者

で
あ

る
消
費
者
と
勤

労
者

を
保
護
す

る
た
め

に
、
國
際
裁

判
管
轄

に
関
す

る
特

則
を
置

い
て

い
る

(第

二
七
条
、
第

二
八
条

)
。
将
来
、
法
律

分
野
別

に
國
際



捌

裁

判
管

轄

に
関
す

る
精
緻

な
規
定
を
置
く
必

要
が
あ

っ
た
が
、
も
し
そ

の
よ
う

に
な
れ
ば

、
第

二
条

は
そ
れ

に
よ

っ
て
代
替

さ
れ
る
か
、

q

修

正
す

る
必
要
が
あ

り
得

る
と

い
う
点

か
ら
、
改

正
法

の
規
定

は
過
度
期
的
な
性
質

を
持

つ
も

の
で
あ

る
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
改
正
法

が

こ

の
よ
う

な
条

項
を
置
く
以
上
、
國
際
裁
判
管
轄

は
國
際

私
法

の
問
題

で
は
な

い
と

い
う
主

張
は
、
我

が
国
に
お

い
て
も
完
全

に
そ

の
根

拠
を
喪
失

す
る

こ
と

に
な

っ
た
。

「(韓国 の)國 際私 法」 ・資料(一)

石光現 『国際 私法解説 二〇〇一年改正』

(
6
)

"
最
も
密
接
な

関
連
"

原
則

の
貫
徹

改

正
法

で
は
、
多

様
な
連
結
対
象

に
対

し
、
最
も
密
接

な
関
連
が
あ

る
国
家

の
法
を

準
拠
法

と
指
定

し
た
。
例
え
ば
、
國
際
契
約

の
客

観
的

準
拠
法

の
決
定

に
関

し

て
、
渉
外
私
法

(第
九
条
第

二
項
)

の
行
為

地
法

原
則
を
捨

て
て
、
最
も

密
接
な
関
連

の
あ

る
国
家

の
法

を

準
拠

法

に
指
定

し
た

の
で
あ

り

(第

二
五
条
)
、

不
法
行

為

の
準
拠
法

に
関
し

て
、
常
居
所
を

基
準

に
す

る
共

通

の
属
人
法
を
準
拠
法
と

し

た

の
で
あ
り

(第

三

二
条

二
項
)
、
法

定
債
権

の
準
拠
法

を
決

め
る
に
際

し

て
、
付
随
的
ま

た
は
従
属
的
連
結

を
明
示
的

に
規
定

し
た

(第
三

〇
条
第

一
項

、
第

三

一
条
但
し
書
き
、
第
三

二
条
第

三
項
)
。

さ
ら

に
、
具
体
的
な
事
件

で
、
國
際

私
法
を
適

用
し
た
結
果
が
上
記

の
原
則

に

】
致

し
な

い
場
合

に
は
、
最
も
密
接

な
関
連

の
あ

る
国

家

の
法
を
適
用

す

る
よ
う

に
す
る
例
外
条
項

(第

八
条
)
を

規
定
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
、

最
も
密
接
な

関
連

,
原
則
を
貫
徹
し
よ
う

と

し
た
。

261

(
7
)
弾
力
的

な
連
結

原
則

の
導

入

渉
外

私
法

(第

一
〇
条
)

は
法
律
行
為

の
方
式

に
関
し

て
だ
け
、
選
択
的
連
結

を
認
定
し

て

い
た

の
で
あ
り
、
段
階
的
連
結

は
認
定

し

て
な
か

っ
た
が
、
改
正
法

で
は
、
選
択
的
連
結

の
適

用
範
囲
を
拡
大

し
た

の
で
あ
り
、
段
階
的
連
結
を
新
た

に
導

入
し
て
、
連
結
点

を
多
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様
化

す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
弾
力
的
連
結
を
可
能

に
す

る
よ
う

に
し
た
。

改

正
法

で
は
、
法
律
行
為

の
方
式

(第

一
七
条
)

の
選
択
的
連
結
を
拡
張

し
、
婚
姻

中
お
よ
び
婚
姻
外

の
親

子
関
係

の
成
立

(第

四

〇

条

、
第

四

一
条
)
、
準

正

(第

四

二
条
)
、

お
よ
び
遺

言

の
方
式

(第

五
〇
条

第

三
項
)

に
関
し

て
は
、

段
階
的
連
結

を
新

た

に
導

入
し

た
。一

方
、
渉
外
私
法

の
連
結
原
則
が
、
相
当
部
分
修
正

さ
れ
る
に
し
た

が

っ
て
、
改

正
法

で
は
、
反
致

(器
昌
く
9

の
許
容
範

囲
を
修

正

し
た
。
具
体
的
な
事

件

に
弾
力
的
な
連
結
を
可
能

に
さ

せ
、
準
拠
法

の
所
属
国

で
あ

る
外

国

の
国
際
私
法

が
反
致
を
す

る
場
合

に
、
法
廷

地
法

で
あ
る
韓
国
法

を
適

用

で
き

る
よ
う

に
す

る
た
め

に
、
狭
義

の
反
致
を
原
則
的

に
許
容

し
、
転
致

は
手
形

・
小
切
手

の
行
為
能
力

の

場
合

(第
五

一
条
第

一
項
)
を
除
き
、
禁
止

し
た

(第
九
条
)
。

ま

た
、
弾
力
的
な
連
結
を
可
能

に
し
、
実
質
法
的
価
値
を
実
現
す

る
た

め
に
、

い
わ

ゆ
る
補

正
的
連
結

(第

四
六
条
)
を
新

た
に
導

入

し
た
。

(
8
)
本

国
法
主
義

の
維
持

と
連
結
点

と
し

て
の

"
常

居
所
"

概
念

の
導

入

改

正
法
は
、
國
際
親
族
法

・
國
際
相
続
法
分

野
で
は
、

原
則
的

に
従
来

の
本
国
法
主
義
を
維
持

し
て

い
る
が
、

国
際
的

な
潮
流

に
対
応

し

て
、
国
際
条
約
お

よ
び
多
数

の
立
法

例
が
用

い
る
常
居
所

(
げ
卸
σ
一叶G
[曽
一

『
Φ
ω
一α
Φ
昌
O
Φ
)
を
新
た
な
連
結
点
と

し

て
導

入
し
た
。
す

な
わ

ち

、
婚

姻

の

一
般
的
効
力
、
夫
婦
財
産
制
、
離
婚
、
夫
子

間

の
婚
姻
以
外

の
親
子

関
係

、
準

正
、
親
子
間

の
法
律

関
係

、
相
続

、
遺
言

の

方
式

な

ど

で
、
常

居
所
地
法

を
本

国
法

と
選
択

的
あ

る

い
は
補
充

的

に
適

用

で
き

る
よ
う

に
し
た

の
で
あ

り

(第

三
七
条

乃
至
第

三
九

条

、
第

四

一
条

、
第

四
二
条

、
第

四
五
条
、
第

四
九
条
、
第

五
〇
条

)
、
扶
養

で
は
、
扶
養
権

利
者

の
常
居
所
地
法

を
原
則
的

に
準
拠
法

と

し

て
指
定
し
た

(第

四
六
条
)
。



⑳

一
方

、
消
費
者
契
約
と

不
法
行
為

な
ど

で
も

、
常
居
所
を
連
結
点

と
し

て
採
択

し
た

の
で
あ
り

(第

二
七
条

、
第

三
二
条
)
、
重
国
籍

q

者

と
無
国
籍
者

に
対
す

る
属
人
法

の
決
定
規
準
と

し
て
、
住
所
地
法

の
代

わ
り

に
常

居
所
地
法
を
導

入
し
た

(第

三
条
第

二
項
)
。

「(韓国 の)國 際私 法」 ・資料(一)

石 光現 『国際私法 解説 二〇〇一年改正』

(
9
)
実
質
法

的
価
値

の
考
慮

渉
外
私
法

は
伝
統
的

な
國
際
私
法

の
理
念

に
し
た
が

っ
て
、
場
所
的

に
最
も
密
接

な
関
連
を
持

つ
法
を
準
拠
法
と

し

て
指
定

し
た
だ

け

で
、
準
拠
法
と

し

て
指
定

さ
れ
た
実
質
法

の
内
容
を
考
慮

し

て
な

か

っ
た
。

し
か
し
、
改
正
法

で
は
、
子

の
福
祉

の
促
進
と
社
会

・
経
済

的
弱
者

で
あ

る
消
費
者

お
よ
び
勤
労
者
を
保
護
す

る
た

め
、
子

の
常
居
所

地
法

に
よ

っ
て
も
、
婚
姻
外

の
親
子

関
係
と
準

正

の
成
立
を

可

能

に
し
た

の
で
あ

り

(第

四

一
条
、
第

四
二
条
)
、
消
費
者

と
勤
労
者

の
保
護

の
た
め
、
消
費
者
契
約

の
場
合

に
は
消
費
者

の
常
居
所
地
、

勤
労
契
約

の
場
合

に
は
勤

労
者

が
通
常
、
労
務
を
提
供
す

る
国
家

の
強
行
規
定

が
消
費
者

ま
た
は
勤
労
者

に
付
与
す

る
保
護
を

剥
奪

で
き

な

い
よ
う

に
し
た

(第

二
七
条
、
第

二
八
条
)
。

ま
た
、
扶
養
権

利
者

を
保
護
す

る
た

め
に
、
扶
養
義
務
を
扶
養
義
務
者

で
は
な
く
、
扶
養
権

利
者

の
環
境
を

な
す
法

に
よ
る
よ
う

に
し

た

の
で
あ
り

、
扶
養

の
準
拠
法

に
よ

っ
て
扶
養

が
受
け

ら
れ
な

い
場
合

は
、
補
正
的
連
結
に
よ

っ
て
扶
養
を
受

け
る

こ
と

が

で
き

る
よ
う

に
し
た

(第

四
六
条

、
但

し
書
き
)
。

263

(
10
)
当
事

者
自
治

の
拡
大

渉
外

私
法

(第
九

条
)

は
、
國

際
契
約
分

野

に
お

い
て
だ

け
当
事

者
自

治
を

許
容
し

て

い
る

が
、
改

正
法

に
お

い
て
は
夫
婦

財
産

制

(第

三
八
条

)
と
相
続

(第

四
九
条

)

の
よ
う
な
國

際
親
族

・
國
際
相
続

分
野

に
お

い
て
も

制
限
的

に
当
事
者
自

治
を
認
め

て

い
る
。

ま

た
、
事
務
管

理
、
不
当
利
得

お
よ
び

不
法
行
為

の
場
合

に
も

、
事
後
的

に
法

廷
地
法
を
準
拠
法
と
し

て
合
意

で
き

る
よ
う

に
す
る

こ
と

に
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よ

っ
て
、
当
事
者
自
治

の
許
容
範

囲
を
拡
大

し
た

(第

三
三
条
)
。

2

し
か

し
、
社
会

・
経
済
的
弱
者

を
保
護
す

る
た
め

に
、
消
費
者
契

約
と
勤
労
契
約

の
場
合

に
は
準
拠
法

と
國
際
裁

判
管
轄

に
関
す

る
当

事

者

の
合
意
を
制

限
し
た

(第

二
七
条
、
第

二
八
条
)
。
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(
11
)
國
際
条

約

の
考
慮

國

際

契

約

の
準

拠

法

に
関

し

て
、

改

正

法

は

「
契

約

債

務

の
準

拠

法

に
関

す

る

一
九

八

〇
年

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
共

同

体

条

約

」

(
7

)

(0
8

<
Φ
コ
匡
8

0
口
夢

Φ
い
g。
妻

>
b
b
ぎ

⇔
巨
Φ
8

0
8

貢
⇔
臼
ロ
巴

○
げ
壽

Φ
口
o
⇒
ω
・

い
わ

ゆ
る

。
ロ
ー

マ
条

約

"
)
と

「
國

際

契

約

の
準

拠

法

に
関

す

る

一
九

九

四
年

、
米

州

問
条

約

」

(
い
わ

ゆ
る

、

。
メ
キ

シ

コ

・
シ

テ

ィ
条

約

"
)

を

か

な

り

受

容

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
國

際

私

法

の
理

想

で
あ

る

国

際
的

判
決

の

一
致

を

試

み

た

(第

一
七
条

、

第

二
五

条

以

下

)
。

ま

た

、

「扶

養

義

務

の
準

拠
法

に

関
す

る

一
九

七

二
年

、

ハ

ー

グ
条

約

」

と

「遺

言

の
方
式

に
関

す

る

一
九

六

一
年

、

ハ
ー

グ

条

約
」

の
連

結

原

則

の
か

な

り

の
部

分

を
導

入

し

た

(第

四

六
条

、
第

五

〇
条

第

三

項

)
。

國

際

裁

判
管

轄

に
関

し

て
は

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

共

同

体

の

「
民
事

お

よ

び
商

事

事

件

の
國

際

裁

判

管
轄

と
外

国

判

決

の
承

認

・
執

行

に

関

す

る
条

約
」

(0
8

<
8

けδ
昌
8

言

『
δ
島
o
叶δ
昌
き

α
跨

Φ
国
昌
8
同
o
㊥
ヨ
Φ
茸

o
h
言

◎
ぴq
ヨ
①
口
二
昌
Ω
<
臨
鋤
口
阜
O
o
日
日
興

9
巴

ζ

讐
呂
同
¢

い
わ

ゆ

(
8

)

る
、

。
ブ

リ

ユ
ッ
セ

ル
条
約

"
)
と
そ
れ

に
対
す

る
併
行
的

な
条
約

で
あ

る
ル
ガ

ノ
条

約
、
お
よ
び

ハ
ー
グ
國
際
私
法
会

議

の

「
民
事

お
よ

び
商
事

事
件

の
國
際
裁

判
管

轄
と
外

国
裁
判

に
関
す

る
条
約
」

の

一
九
九

九
年
予
備

草
案

(以

下
、

"
一
九
九
九
年

草
案
"
と
称
す

る
)

を
参

照
し
た

(第

二
七
条
第

四
項
、
乃
至
第

六
項
、
第

二
八
条
第

三
項
乃
至
第

五
項
)
。

こ

の

一
九
九
九
年

一
〇
月

三
〇
日
の
、

「
民
事

お

よ
び
商
事
事
件

の
國
際

裁
判
管
轄

と
外
国
裁
判

に
関
す
る
条
約

(
0
8
<
Φ
巳

o
ロ

8

冒
同
δ
凸
。
ま

口

き

α
国
自
Φ
碍
昌
言

働
αq
目
Φ
昌
什
ヨ

Ω
<
　

(
9

)

き

自
O
o
日
白
葭
甑
巴

ζ
簿
審
屋

)
」

の
予

備

草
案

を

指

し

て

い
る

。
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第

二
章

の
注

(
1
)
渉
外

私
法
改

正

の
方
向

は
、
法

務
部
、
「
國
際
私
法
解
説
」

一
一
ペ
ー
ジ
以
下
、
「
二
.
改
正
國
際
私
法

の
主
骨

子
」
と
ほ
う
ぼ
う

類
似

で
あ
る
が
、
多

少

差
異

が
あ

る
。
当

初
、

こ
の
部
分
は
渉
外
私
法

の
改

正
作
業
過
程

で
、
研
究
班
草
案

解
説

に
含
め

る
た
め
に
、
著
者

が
作
成
し

て
法
務
部
に
提
供

し
た
も

の
を

、
法
務

部
で
多

少
修
正

し
た

の
で
あ
り

、
著
者
も

、
そ

の
後
、

一
部
修
正
し
た
か
ら

で
あ

る
。

研
究
班

草
案
解
説
、
四

ペ
ー
ジ
以
下

の
主

要
骨

子
を

参
照
。

(
2
)
こ
れ
を
、

「國
際
私
法

に
関
す

る

ハ
ー
グ
会
議
」

と
呼
ぶ

こ
と
も
あ

る
。

(
3
)
「
改
正
試
案
解
説
」

四
三

ペ
ー
ジ
以
下
。

(
4
)
法
務
部
、

[
渉
外
私
法
改
正

公
聴
会
」

(
二

〇
〇
〇
年

)
、
六
五

ペ
ー
ジ

(
Q。
8

国
《
o
コ
ぴQ
げ
き

弁
護
士
討
論
資

料
)
、
七

五

ぺ
ー
ジ

(安
春
沫
教
授
討

論
資

料
)

(
5
)
韓
国
判
例
は
、
そ

の
根
拠
を
条

理
か
ら
求

め
る
。

(
6
)
法
務
部
、

『
國
際
私
法
解

説
』

=
ニ
ペ
ー
ジ

で
は
、

"
國
際
裁
判
管
轄
規
定

の
新
設
`
、
と

し
て

い
る
が
、
渉
外

私
法

に
も

、
失

踪
宣
告

(第

八
条
)
、
限

定
治
産

・
禁
治
産

(第

七
条
)
、
お
よ
び
後

見

(第

二
五
条

)

の
よ
う
な
國
際
非

訟
事
件

の
場
合
、

韓
国
法
院

(裁

判
所
)

の
例
外
的
管
轄
を
規
定

し

て

い
る

の
で
、

"
國
際
裁
判
管
轄

に
関
す

る
規
定

の
拡
大
"
と

い
う
表

現
が
よ
り
適

切
で
あ

る
。

(
7
)

ロ
ー

マ
条
約

に
関
し

て
は
、
石
光

現
、

"
契
約
上
、
債
権
関
係

の
準
拠
法

に
関
す

る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
共

同
体
条

約
"
、
『
法
曹
』

(
一
九
九
四
年

)
、
三

・
四

・

五
、

『
國
際
私
法
研
究
』
第

三
号

(
一
九
九
八
年
)
、
五
七
七

ペ
ー
ジ
ー
六

二
九

ペ
ー
ジ
。

『
國
際
私
法
と
國
際
訴
訟
』
第

一
巻

(
二
〇
〇

一
年
)
、
五
三

ぺ

ー
ジ
。

(
8
)

ブ
リ

ユ
ッ
セ

ル
条
約
と

ル
ガ

ノ
条

約

に

つ
い
て
は

、
石
光

現
、
"
民
事

お
よ
び
商
事
事

件

の
裁

判
管
轄
と
裁

判

の
執
行

に
関
す

る
E
U
共
同
体
条

約
`
、

『
国
際
私
法

研
究
』
第

二
号

(
一
九
九

八
年

)
、

一
五
三

ペ
ー
ジ
以

下
、

『
國
際

私
法
と
國
際
訴
訟
』

第

二
巻

(
二
〇
〇

一
年
)

三
一
ニ

ペ
ー
ジ
参

照
。
ブ

リ

ュ
ッ
セ
ル
条
約

と

ル
ガ

ノ
条
約
を

一
部
改

正
す
る
た
め

の
作
業
が
行
わ
れ
、

一
九
九
九
年

四
月
、
改

正
案

が
作
成
さ
れ
た
が
、

一
九
九
九
年

五
月

一
日

に
発

効
さ
れ
た

ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
条
約

の
結

果
、
ブ
リ

ュ
ッ
セ

ル
条
約

の
法
形
式

が
國
際
条
約

か
ら
欧
州
連
合

理
事

会
規
定

(
0
2

口
o
=

幻
o
αq
巳
蝉
けδ
目
)

へ
転

換
さ
れ
た
が
、
理
事

会
規
定

(以

下
、

。
ブ
リ

ュ
ッ
セ

ル
"
と
称
す

る
)

は
、

二
〇
〇
二
年

三
月

一
日
か
ら
発
効
さ

れ
た

(
ブ
リ

ュ
ッ
セ

ル
規
定
第

七

六
条
)
。
ブ
リ

ユ
ッ
セ

ル
規
定

に
関

し
て
は
、
石
光
現
、

"
民
事

お
よ
び
商
事
事
件

の
裁

判
管
轄
と
裁
判

の
執
行

に
関
す

る
E
U
連
合
規
定

(
。
ブ
リ

ユ
ッ

セ
ル
規
定
"
)
ー

ブ
リ

ユ
ッ
セ
ル
条
約
と

の
差
異
を
中
心

に
ー

"
、
『
漢
陽
論
叢
』
第

二
〇
集
第

一
号

(
二
〇
〇
三
年

八
月
)
参
照
。

(
9
)

こ
れ

に

つ
い
て
は
、

二
〇
〇
〇
年

八
月

に
は
、
オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
勺
卑
興

乞
団
σq
『
教
授
と
イ
タ
リ

ア
の
国
き

ω
叶
勺
o
。
母

教
授

が
共

同
で
作
成
し
た
報
告
書
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(菊
①
b
o
昌

亀

昏
Φ
ω
b
①
o
巨

O
o
日
巳

ω匹
o
戸

中

o
崔
日
置
胃
団
U
o
o
ロ
日
Φ
昌

Z
o
μ
H
o
h
>
口
αq
ロ
曾

b。
O
O
O
(以
下
、

「報
告
書
」
と
称
す
る
)
)
が
あ
る
。
予
備
草
案

の
紹
介
と
韓
国
法

に
対
す

る
示
唆
点

は
石
光
現
、
"
ハ
ー
グ
國
際
私
法
会
議

の

「
民
事

お
よ
び
商
事
事

件

の
國
際
裁
判
管

轄
と
外
国
裁
判
裁
判

に
関
す

る
条

約
」

予
備
草
案

`
、

『
國
際
私
法

研
究
』

第

五
号

(
二

〇
〇
〇
年
)
、
六

三
ペ
ー
ジ
以
下
。

『
國
際
私
法
と
國
際
訴

訟
』
第

二
巻

(
二
〇

〇

一
年
)

三
九

六

ペ
ー
ジ
以

下
参
照
。
但

し
、
二

〇
〇

一
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た

一
次
外
交
会
議

の
結
果
、
コ

九
九
九
年
草
案
」
を
修

正
し
た

「
二

〇
〇

一
年
草
案
」

(以

下
、

"
二

〇
〇

一
年

草
案

`
と
称
す
る
)
が
作
成
さ
れ
た
。
前
掲
資

料
は
、

ハ
ー
グ
國
際
私
法
会
議

の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
は

(
巨
6
"＼
＼
毒
≦
≦
・げ
8
『
ヨ
Φ
け＼
Φ
＼
≦
o
葺
胃
o
ゆq
＼
宣
頓q
日
・算
巨

)
を
参

照
。

二
〇
〇

一
年
草
案

に
関
し

て
は
、

石
光
現
、

。
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議

の

「
民
事

お
よ
び
商
事
事
件

の
國
際

裁
判
管
轄

と
外

国
裁
判

に
関
す

る
条
約
」
、

二
〇
〇

一
年
草
案
`
、

『漢

陽
論
叢
』
第

二
〇
集
、
第

一
号

(
二
〇
〇
三
年

八
月
)
参

照

X423)


